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第１章 教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価の概要 

 

１ 趣旨 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号）第２６条

第１項の規定に基づき、教育委員会が、その権限に属する事務の管理及び執行の状況

について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を議会に提出するとともに、

公表するものです。 

 

〔地方教育行政の組織及び運営に関する法律〕 

第２６条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務の管理及び執行の状況について点検及び

評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、公表しなけ

ればならない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有する者の

知見の活用を図るものとする。 

 

２ 点検・評価の対象 

点検・評価を行う事務事業は、教育委員会が所管している事業（事務委任等も含む）

のうち、第２次かすみがうら市総合計画に掲げられた、市教育委員会が所管する施策

を対象に点検及び評価の対象としました。 

 

３ 対象期間 

平成３１年４月１日 ～ 令和２年３月３１日 

 

４ 点検評価の方法 

点検評価の方法については、第２次かすみがうら市総合計画を基に、自己点検評価

書類を纏め、自己点検評価を行いました。 

その後、かすみがうら市教育委員会事務点検評価委員から、自己点検評価の結果に

ついて、ご意見・ご助言をいただきました。 

（１）かすみがうら市教育委員会事務点検評価委員（五十音順、敬称略） 

服 部 正 彦 

松 澤   茂 

屋 城 里 子 

（２）事務の点検評価の日程 

令和２年１０月 ７日（水） 教育委員会事務点検・評価会議（第１回目） 

令和２年１０月３０日（金） 教育委員会事務点検・評価会議（第２回目） 

令和２年１１月１１日（水） 教育委員会事務点検・評価会議（第３回目） 
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５ 令和元年度に教育委員会が実施した主な事務事業の点検 

№ 総合計画 施策の方向 主 な 関 係 事 業 名  担当課・担当 

１ 
教育環境の計画的な整

備推進 

・小学校施設維持管理事業 

・小学校施設維持管理事業（政策） 

・小学校施設耐震促進事業（政策） 

・千代田中学校区統合小学校環境整備事業（政策）  

・中学校施設維持管理事業 

・中学校施設維持管理事業（政策） 

・中学校施設耐震促進事業（政策） 

・霞ヶ浦中学校施設統合環境整備事業（政策） 

・下稲吉中学校施設整備事業（政策） 

学校教育課 

・教育施設担当 

２ 

教育環境の計画的な整

備推進 

特色ある学校づくり 

・学区審議会設置事業 

・学校統合推進事業（政策） 

学校教育課 

・学校教育担当 

・教育指導室 

３ 教育環境の充実 
・小学校コンピューター設置事業（政策） 

・中学校コンピューター設置事業（政策） 

学校教育課 

・学校教育担当 

４ 教育環境の充実 
・小学校図書室運営事業（政策） 

・中学校図書室運営事業（政策） 

学校教育課 

・学校教育担当 

５ 教育環境の充実 

・小学校保健事業 

・小学校児童安全推進事業 

・小学校児童安全推進事業（政策） 

・中学校保健事業 

・中学校生徒安全推進事業 

・中学校生徒安全推進事業（政策） 

学校教育課 

・学校教育担当 

６ 教育環境の充実 

・小学校管理運営事業 

・小学校管理運営事業（政策） 

・小学校教材備品整備事業（政策） 

・中学校管理運営事業 

・中学校管理運営事業（政策） 

・中学校教材備品整備事業（政策） 

学校教育課 

・学校教育担当 

・教育施設担当 

７ 教育環境の充実 

・小学校給食管理運営事業 

・小学校給食管理運営事業（政策） 

・中学校給食管理運営事業 

・中学校給食管理運営事業（政策） 

学校教育課 

・学校教育担当 

・教育施設担当 

８ 教育内容の向上 
・教育委員会運営事業 

・教育委員会事務局運営事業 

学校教育課 

・総務担当 
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№ 総合計画 施策の方向 主 な 関 係 事 業 名  担当課・担当 

９ 教育内容の向上 

・教育指導事業 

・教育指導事業（政策） 

・指導主事設置事業 

・指導主事設置事業（政策） 

・英語指導助手設置事業（政策） 

・教育推進団体設置事業 

・教育推進団体設置事業（政策） 

・中学校部活動支援事業 

・中学校部活動支援事業（政策） 

・小学校教育振興事業（政策） 

・中学校教育振興事業（政策） 

学校教育課 

・学校教育担当 

・教育指導室 

１０ 教育相談の充実 

・教育支援委員会設置事業 

・学校支援員設置事業（政策） 

・教育相談事業 

・教育相談事業（政策） 

・小学校就学支援事業 

・中学校就学支援事業 

学校教育課 

・学校教育担当 

・教育指導室 

１１ 
子どもミライプロジェ

クトの展開 
・子どもミライ学習事業（政策） 

学校教育課 

・教育指導室 

１２ 
青少年健全育成活動の

促進 

・青少年育成事業 

・青少年育成事業（政策） 

・学校家庭地域の連携協力推進事業（政策）  

生涯学習課 

・社会教育担当 

１３ 
青少年の健全育成と体

制の整備 

・青少年育成事業 

・青少年育成事業（政策） 

生涯学習課 

・社会教育担当 

１４ 地域の担い手の育成 ・青少年育成事業（政策） 
生涯学習課 

・社会教育担当 

１５ 
生涯学習推進体制の確

立 

・生涯学習推進事業 

・公民館運営審議会運営事業 

・図書館運営事業 

・歴史博物館管理運営事業 

生涯学習課 

・社会教育担当 

・霞ヶ浦中地区公民館 

・千代田中地区公民館 

・下稲吉中地区公民館 

・図書館 

・歴史博物館 
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№ 総合計画 施策の方向 主 な 関 係 事 業 名  担当課・担当 

１６ 
生涯学習機会の提供と

生涯学習団体への支援 

・生涯学習推進事業（政策） 

・女性団体行政事業（政策） 

・生涯学習市民協働事業（政策） 

・霞ヶ浦中地区公民館講座事業（政策） 

・千代田中地区公民館講座事業（政策） 

・下稲吉中地区公民館講座事業（政策） 

・文化芸術振興事業（政策） 

・歴史博物館管理運営事業（政策） 

生涯学習課 

・社会教育担当 

・霞ヶ浦中地区公民館 

・千代田中地区公民館 

・下稲吉中地区公民館 

・文化振興担当 

・歴史博物館 

１７ 
生涯学習施設の整備充

実 

・旧地区公民館管理事業 

・千代田公民館管理事業 

・図書館運営事業 

・図書館運営事業（政策） 

・蔵書整備事業 

・蔵書整備事業（政策） 

・ブックスタート事業（政策） 

生涯学習課 

・霞ヶ浦中地区公民館 

・千代田中地区公民館 

・下稲吉中地区公民館 

・図書館 

１８ 生涯学習情報の提供 ・生涯学習情報提供事業（政策） 
生涯学習課 

・社会教育担当 

１９ 
スポーツ・レクリエー

ション活動の推進 

・かすみがうらマラソン大会開催事業（政策） 

・市民ふれあいスポーツ推進事業（政策） 

スポーツ振興課 

・スポーツ振興担当 

２０ 
スポーツ・レクリエー

ション施設の利用促進 

・市民ふれあいスポーツ推進事業 

・体育センター管理運営事業 

・わかぐり運動公園管理運営事業 

・多目的運動広場管理運営事業 

・戸沢公園運動広場管理運営事業 

・第１常陸野公園管理運営事業 

スポーツ振興課 

・スポーツ振興担当 

・施設維持管理担当 

２１ 
スポーツ・レクリエー

ション団体の育成 

・スポーツ団体育成事業 

・スポーツ団体育成事業（政策） 

スポーツ振興課 

・スポーツ振興担当 

２２ 
文化財などの伝承と保

護・活用 

・富士見塚古墳公園管理運営事業 

・文化財保護事業 

・文化財保護事業（政策） 

・埋蔵文化財事業 

・帆引き船保存活用対策事業（政策） 

・歴史博物館管理運営事業 

・歴史博物館管理運営事業（政策） 

・ジオパーク推進事業（政策） 

生涯学習課 

・文化振興担当 

・歴史博物館 
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№ 総合計画 施策の方向 主 な 関 係 事 業 名  担当課・担当 

２３ ふるさと教育の推進 
・歴史博物館管理運営事業 

・歴史博物館管理運営事業（政策） 

生涯学習課 

・歴史博物館 

２４ 芸術・文化活動の推進 ・文化芸術振興事業（政策） 
生涯学習課 

・社会教育担当 

２５ 観光との連携 

・富士見塚古墳公園管理運営事業 

・歴史博物館管理運営事業 

・歴史博物館管理運営事業（政策） 

・ジオパーク推進事業（政策） 

生涯学習課 

・文化振興担当 

・歴史博物館 

２６ 
コミュニティ活動の推

進 

・霞ヶ浦中地区公民館コミュニティ活動事業（政策）  

・千代田中地区公民館コミュニティ活動事業（政策）  

・下稲吉中地区公民館コミュニティ活動事業（政策）  

生涯学習課 

・霞ヶ浦中地区公民館 

・千代田中地区公民館 

・下稲吉中地区公民館 
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第２章 教育委員会の活動 

 

１ 教育委員会 

地方公共団体が、教育・学術・文化に関する事務を行う場合は、その性質上、政治

的中立を維持すること、行政が安定していること、住民の意思を反映することが求め

られます。かすみがうら市教育委員会は、教育長と４人の委員で組織され、教育につ

いての方針・施策は、この教育委員会での合議によって決められており、学校の組織

編制、教育課程、教科書、その他の教材の取扱い、および教育職員の身分取扱いに関

する事務を取り扱うとともに、社会教育やその他教育、学術および文化に関する事務

を管理し執行します。 

 

（教育委員会構成 令和２年３月３１日現在） 

職   名 氏   名 任   期 期 数 

教育長 大 山 隆 雄 
平成３０年 ６月２５日就任 

令和 ３年 ６月２４日満了 
３期目 

委 員 

（教育長職務代理者） 
田 澤 高 保 

平成３０年１０月 １日就任 

令和 ４年 ９月３０日満了 
２期目 

委 員 中 島 和 彦 
平成２９年 ６月２５日就任 

令和 ２年 ６月２４日満了 
４期目 

委 員 坂 本 雅 子 
平成２９年 ６月２５日就任 

令和 ３年 ６月２４日満了 
１期目 

委 員 梶 本   梓 
令和 元年 ６月２５日就任 

令和 ５年 ６月２４日満了 
１期目 

 

２ 教育委員会の開催状況 

合議制の執行機関である教育委員会の会議においては、かすみがうら市教育委員会

の教育長に対する事務委任規則第２条各号に掲げる事務や、特に協議を要する事項に

ついて、審議し、決定するものであり、その他は教育長に委任し処理させています。 

教育委員会の会議には、定例会と臨時会があり、定例会は毎月開催し、臨時会は必

要に応じて招集し開催しています。 

（１）定例会   １２回（毎月１回） 

（２）臨時会    ２回（６月、３月） 
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３ 教育委員会での審議状況 

（１）令和元年度 教育委員会会議 審議内容 

開 催 期 日 番 号 件    名 

４月 

定例会 
４月２２日 報告第 ２号 かすみがうら市青少年相談員の委嘱について 

５月 

定例会 
５月２９日 報告第 ３号 

かすみがうら市公民館運営審議会委員の解嘱及び委

嘱について 

５月 

定例会 
５月２９日 報告第 ４号 

かすみがうら市コミュニティ推進委員の解嘱及び委

嘱について 

５月 

定例会 
５月２９日 報告第 ５号 

かすみがうら市図書館協議会委員の解嘱及び委嘱に

ついて 

５月 

定例会 
５月２９日 報告第 ６号 

かすみがうら市学区審議会委員の解嘱及び委嘱につ

いて 

５月 

定例会 
５月２９日 議案第１１号 

かすみがうら市教育支援委員会委員の解嘱及び委嘱

について 

５月 

定例会 
５月２９日 議案第１２号 

かすみがうら市教科指導委員の解嘱及び委嘱につい

て 

５月 

定例会 
５月２９日 議案第１３号 

議案に係る意見聴取について 

・令和元年度かすみがうら市一般会計補正予算につ 

いて（第２号） 

５月 

定例会 
５月２９日 議案第１４号 

議案に係る意見聴取について 

・消費税率及び地方消費税率の改定に伴う関係条例 

の整備に関する条例の制定について 

①かすみがうら市富士見塚古墳公園の設置及び管 

理に関する条例の一部を改正する条例の制定に 

ついて 

②かすみがうら市旧地区公民館設置及び管理等に 

関する条例の一部を改正する条例の制定につい 

て 

③かすみがうら市歴史博物館の設置及び管理に関 

する条例の一部を改正する条例の制定について 

④かすみがうら市千代田Ｂ＆Ｇ海洋センター設置 

及び管理に関する条例の一部を改正する条例の 

制定について 

６月 

臨時会 
６月１１日 経過報告 

いじめ事案（平成３１年２月２７日）に関する報告

について 
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開 催 期 日 番 号 件    名 

６月 

定例会 
６月２８日 報告第 ７号 かすみがうら市民俗資料調査員の任命について 

６月 

定例会 
６月２８日 報告第 ８号 かすみがうら市社会教育委員の委嘱について 

６月 

定例会 
６月２８日 報告第 ９号 かすみがうら市学校運営協力員の委嘱について 

６月 

定例会 
６月２８日 議案第１４号 

かすみがうら市教職員の働き方改革方針（案）につ

いて 

６月 

定例会 
６月２８日 議案第１５号 

かすみがうら市立図書館条例施行規則の一部を改正

する規則について 

６月 

定例会 
６月２８日 議案第１６号 

「令和元年度途中の特別支援学級措置替え候補児童

生徒及び令和２年度特別支援学校就学候補児童につ

いて」のかすみがうら市教育支援委員会への諮問に

ついて 

６月 

定例会 
６月２８日 議案第１７号 

令和２年度使用教科用図書の採択結果の送付及び議

決書の提出について 

６月 

定例会 
６月２８日 協議第 １号 いじめ事案（平成３１年２月２７日）について 

７月 

定例会 
７月２９日 報告第１０号 

「令和元年度途中の特別支援学級措置替え候補児童

生徒及び令和２年度特別支援学校就学候補児童につ

いて」のかすみがうら市教育支援委員会の答申につ

いて 

７月 

定例会 
７月２９日 議案第１８号 

議案に係る意見聴取について 

・かすみがうら市教育支援センター設置条例の制定 

及びかすみがうら市教育支援センター設置規則の 

一部を改正する規則について 

７月 

定例会 
７月２９日 議案第１９号 教育財産の取得の申出について 

８月 

定例会 
８月２８日 議案第２０号 

かすみがうら市いじめ問題等対策委員会委員の委嘱

について 

８月 

定例会 
８月２８日 議案第２１号 かすみがうら市部活動の方針の策定について 

８月 

定例会 
８月２８日 議案第２２号 

議案に係る意見聴取について 

・かすみがうら市旧地区公民館設置及び管理に関す 

る条例の一部を改正する条例の制定について 
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開 催 期 日 番 号 件    名 

８月 

定例会 
８月２８日 議案第２３号 

議案に係る意見聴取について 

・かすみがうら市旧学校体育施設条例の一部を改正 

する条例の制定について 

８月 

定例会 
８月２８日 議案第２４号 

議案に係る意見聴取について 

・平成３０年度かすみがうら市一般会計決算の認定 

について 

１０月 

定例会 
１０月３１日 議案第２５号 

「令和２年度特別な支援を要する児童及び生徒の就

学指導について」のかすみがうら市教育支援委員会

への諮問について 

１０月 

定例会 
１０月３１日 議案第２６号 かすみがうら市学区審議会委員の委嘱について 

１０月 

定例会 
１０月３１日 議案第２７号 

成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等

を図るための関係法律の整備に関する法律の施行に

伴う関係規則の整備に関する規則について 

１０月 

定例会 
１０月３１日 協議第 ２号 市内学校におけるいじめ事案について 

１１月 

定例会 
１１月２６日 報告第１１号 

「特別な配慮を要する児童及び生徒の就学指導に係

る審議答申について」のかすみがうら市教育支援委

員会の答申について 

１１月 

定例会 
１１月２６日 議案第２８号 

令和元年度教育に関する事務の管理及び執行状況の

点検及び評価の結果に関する報告書（平成３０年度

対象）について 

１１月 

定例会 
１１月２６日 議案第２９号 

「千代田中学校区の統合校の学区について」のかす

みがうら市学区審議会への諮問について 

２月 

定例会 
２月２１日 議案第 １号 

令和２年度かすみがうら市学校教育指導方針の策定

について 

２月 

定例会 
２月２１日 議案第 ２号 

議案に係る意見聴取について 

・かすみがうら市歴史博物館の設置および管理に関 

する条例の一部を改正する条例の制定について 

２月 

定例会 
２月２１日 議案第 ３号 

議案に係る意見聴取について 

・令和元年度かすみがうら市一般会計補正予算につ 

いて（第８号） 

２月 

定例会 
２月２１日 議案第 ４号 

議案に係る意見聴取について 

・令和２年度かすみがうら市一般会計予算について 

３月 

臨時会 
３月１６日 議案第 ５号 令和２年度教職員人事異動の内示について 
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開 催 期 日 番 号 件    名 

３月 

臨時会 
３月１６日 議案第 ６号 

かすみがうら市立学校管理規則の一部を改正する規

則及びかすみがうら市立学校処務規程の一部を改正

する訓令について 

３月 

臨時会 
３月１６日 議案第 ７号 

かすみがうら市教育委員会事務局組織規則の一部を

改正する規則について 

３月 

定例会 
３月３１日 議案第 ８号 

かすみがうら市コミュニティ推進委員の委嘱につい

て 

３月 

定例会 
３月３１日 議案第 ９号 かすみがうら市学校運営協力員の委嘱について 

３月 

定例会 
３月３１日 議案第１０号 

かすみがうら市教育委員会事務局職員人事異動につ

いて 

３月 

定例会 
３月３１日 議案第１１号 

地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律

の施行に伴う関係規則の整備に関する規則及び地方

公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施

行に伴う関係訓令の整備に関する訓令について 

 

○協議件数   ２件 

○報告件数  １２件 

○議案件数  ３１件 
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第３章 点検及び評価結果 

 

１ 学校教育の充実 

 

№  １ 施策の方向 教育環境の計画的な整備推進 

担当課・係 

学校教育課 

・教育施設担当 

施策の内容 

かすみがうら市小中学校の適正規模化実施計画（統廃合計画）及び昨年

度策定した小中学校施設長寿命化計画（個別計画）との整合性を図りなが

ら計画的な整備・充実を図ります。 

事業名 

及び 

事業費 

事業名 令和元年度決算額 令和２年度予算額 

・小学校施設維持管理事業 

・小学校施設維持管理事業（政策） 

・小学校施設耐震促進事業（政策） 

・千代田中学校区統合小学校環境整備事業（政策） 

・中学校施設維持管理事業 

・中学校施設維持管理事業（政策） 

・中学校施設耐震促進事業（政策） 

・霞ヶ浦中学校施設統合環境整備事業（政策） 

・下稲吉中学校施設整備事業（政策） 

50,127 千円 

5,689 千円 

583 千円 

46,537 千円 

28,533 千円 

2,395 千円 

1,320 千円 

26,504 千円 

71,677 千円 

62,744 千円 

- 

- 

988,510 千円 

33,164 千円 

- 

25,927 千円 

- 

48,796 千円 

【令和元年度取組内容】 

・小学校施設維持管理事業 

小学校施設における経常的な維持管理業務を行った。 

・小学校施設維持管理事業（政策） 

小学校施設における長寿命化個別計画の策定を行った。 

・小学校施設耐震促進事業（政策） 

下稲吉東小学校体育館における非構造部材耐震対策（落下防止対策）の設計業務を行

った。 

・千代田中学校区統合小学校環境整備事業（政策） 

（仮称）千代田中学校区義務教育学校の実施設計業務を行った。 

・中学校施設維持管理事業 

中学校施設における経常的か維持管理業務を行った。 

・中学校施設維持管理事業（政策） 

中学校施設における長寿命化個別計画の策定を行った。 

・中学校施設耐震促進事業（政策） 

千代田中学校の武道場並びに体育館の非構造部材耐震対策（落下防止対策）の設計業

務を行った。 

・霞ヶ浦中学校施設統合環境整備事業（政策） 
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給食室の改築に伴い、既存施設の有効活用として会議室への改修工事を行った。 

・下稲吉中学校施設整備事業（政策） 

新たな体育館の整備に向けて用地取得を行った。 

【課題・今後の対応】 

・小中学校施設維持管理事業（政策） 

小中学校施設における長寿命化個別計画については、既存施設の健全度を調査し今後

２０年、４０年使用するための改修工事の優先度を決めるための調査であるが、実際の

整備については、児童生徒の増減や社会情勢、最新の規準・規制に併せて再度個別に計

画する必要がある。 

・千代田中学校区統合小学校環境整備事業（政策） 

令和元年度に設計作業が完了し、今年度から整備工事が始まっている。市として初と

なる施設一体型の義務教育学校の開校に向けて子供達や保護者、地域住民の方々も期待

し、注目されている事業であります。令和４年度の開校に向けて今後も教育環境の公平

性、生徒達が安全に学校生活を過ごせる環境を確保し、整備を進めていく必要がある。 

・下稲吉中学校施設整備事業（政策） 

これまで手狭であった体育館の改善に向けて、避難所としての防災機能を備えた体育

館の整備を行う。下稲吉中学校については体育館だけではなく、老朽化の激しい武道場

や現在の衛生基準を満たさない給食室の問題など課題は様々である。今年度の基本設計

作業において、これらの問題を解決するための検討を行う。 

【目標達成状況の内部評価】 

□ Ａ．目標よりも大きな成果が得られた 

☑ Ｂ．概ね目標の成果が得られた 

□ Ｃ．目標どおり進んでいるが、一部達成できなかった 

□ Ｄ．目標とする成果が得られなかった 

【その他】 

 

 

【点検・評価委員の意見】 

●中長期的な施策である小中学校施設長寿命化計画等との整合を図り、老朽化やＷＩＴＨ

コロナも考慮した空調設備など、学校施設の整備充実を総合的に検討し進めて頂きたい。 

●（仮称）千代田中学校区義務教育学校は、地域の期待や注目されている市内初の義務教

育学校として誰もが安心して学べる教育環境を整えた施設となるよう期待する。 

●跡地の利用が決まらない廃校となった学校の屋内体育施設等は、防災拠点施設や市民へ

の開放施設等としての利用を考慮して頂きたい。 

●下稲吉中学校の屋内体育施設は、使い勝手が良く機能性を重視するとともに、避難所と

しての用途や防災機能を備えた施設として整備する必要がある。 
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№  ２ 施策の方向 
教育環境の計画的な整備推進 

特色ある学校づくり 

担当課・担当 

学校教育課 

・学校教育担当 

・教育指導室 

施策の内容 

児童生徒数の減少に伴い、教育環境を改善するため学校の統廃合を推

進します。また、（仮称）千代田中学校区義務教育学校を特色ある学校と

して整備を進めます。 

事業名 

及び 

事業費 

事業名 令和元年度決算額 令和２年度予算額 

・学区審議会設置事業 

・学校統合推進事業（政策） 

188 千円 

3,620 千円 

360 千円 

7,259 千円 

【令和元年度取組内容】 

・学区審議会設置事業 

（仮称）千代田中学校区義務教育学校の学区及び小規模特認校制度の導入について、

学区審議会を２回開催した。 

・学校統合推進事業 

霞ヶ浦地区の統合小学校（霞ヶ浦北・南小学校）へ、児童の学校生活支援のためＴ

Ｔ非常勤講師を各校１名継続して配置した。 

【課題・今後の対応】 

・学区審議会設定事業 

市小中学校適正規模化実施計画を踏まえ、必要に応じて開催を検討する。 

・学校統合推進事業 

令和２年度に開校準備委員会を設置し、令和３年度末までに開校準備が整うよう協

議を進める。また、「特色ある学校」の特色について協議を進める。 

【目標達成状況の内部評価】 

□ Ａ．目標よりも大きな成果が得られた 

☑ Ｂ．概ね目標の成果が得られた 

□ Ｃ．目標どおり進んでいるが、一部達成できなかった 

□ Ｄ．目標とする成果が得られなかった 

【その他】 

 

 

【点検・評価委員の意見】 

●令和４年度開校予定の（仮称）千代田中学校区義務教育学校については、開校に向け

てソフト面も準備を進めて頂きたい。 

●小中学校適正規模化実施計画で示された児童生徒数の維持・増加のため、格差のない

教育環境の整備と地域の実情を勘案し、適正規模化に向けた検討や生徒が希望する部

活動ができるよう総合教育会議や学区審議会等を通じて各種施策を立案・実施して頂

きたい。 
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●地元のアピールポイントを市外や県外へ発信できるよう児童生徒のプレゼンテーショ

ン能力向上を図って頂きたい。 

●児童の学校生活支援のため、ＴＴ非常勤講師を霞ヶ浦南小学校・霞ヶ浦北小学校へ各

１名配置したことは、学校生活の充実に結び付く取り組みであり評価できる。 
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№  ３ 施策の方向 教育環境の充実 

担当課・担当 

学校教育課 

・学校教育担当 

施策の内容 
ＩＣＴ機器を計画的に更新し、デジタル教科書の導入を行うとともに、

教職員に対して研修機会を設け、活用技能の向上を図ります。 

事業名 

及び 

事業費 

事業名 令和元年度決算額 令和２年度予算額 

・小学校コンピューター設置事業（政策）  

・中学校コンピューター設置事業（政策）  

21,061 千円 

11,984 千円 

24,894 千円 

11,996 千円 

【令和元年度取組内容】 

・小中学校コンピューター設置事業（政策） 

各学校のパソコン教室に設置している児童生徒用及び教師用のタブレットパソコン

について適正な維持管理をし、タブレットパソコンの活用方法に関する研修を各校年

１回行った。 

また、下稲吉小及び下稲吉東小を除く小学校の児童用タブレットパソコンについて

は、機器の更新を実施し、併せて電子黒板の追加配備（霞南小及び霞北小２台、他各

１台の合計８台）を行った。 

【課題・今後の対応】 

国のＧＩＧＡスクール構想に基づき、児童生徒１人１台のパソコン配備を進めると

共に、今後もＩＣＴ環境の充実に向けて継続した財源の確保が必要である。 

また、ＩＣＴ教育を推進するにあたりパソコン教室だけでの活用ではなく学校内全

体でのＩＣＴ活用を目指して校内ＬＡＮの高速化・Ｗｉ－ｆｉ化の整備を進める。 

【目標達成状況の内部評価】 

☑ Ａ．目標よりも大きな成果が得られた 

□ Ｂ．概ね目標の成果が得られた 

□ Ｃ．目標どおり進んでいるが、一部達成できなかった 

□ Ｄ．目標とする成果が得られなかった 

【その他】 

 

 

【点検・評価委員の意見】 

●ＩＣＴ教育の充実に向け、タブレットパソコンや電子黒板の配備等、整備を進めてい

ることは評価できる。 

●ＩＣＴ教育は、これからの社会において最重要課題でもあることから、財源の確保に

努めるとともに、より効果的、効率的な授業を行うため、設備の充実は基より、指導

者の研修や外部講師等の活用を図り、一層の充実を図って頂きたい。 

●ＧＩＧＡスクール構想を見据えて、校内ＬＡＮの高速化、Ｗｉ－ｆｉ化の整備を早急

に進める必要がある。 
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№  ４ 施策の方向 教育環境の充実 

担当課・担当 

学校教育課 

・学校教育担当 

施策の内容 
学校図書館蔵書の整備と司書の配置により読書意欲向上に繋がる環境

の整備に努めます。 

事業名 

及び 

事業費 

事業名 令和元年度決算額 令和２年度予算額 

・小学校図書室運営事業（政策） 

・中学校図書室運営事業（政策） 

3,736 千円 

4,355 千円 

4,998 千円 

8,015 千円 

【令和元年度取組内容】 

・小中学校図書室運営事業 

学校図書室の蔵書の充実を図るため、図書を継続的に追加購入。また、図書の振興

及び児童の読書意欲の向上に資する目的で、各中学校及び霞ヶ浦南小学校を拠点校と

して図書館司書４名を配置し、各小学校へも派遣。 

統合予定の千代田中学校区の小学校を除き、蔵書管理システムを活用し、利便性の

ある環境を整備。図書館司書を中心に市立図書館の蔵書の活用を推進した。 

また、中学校では、図書室だよりにより学級毎の読書冊数ランキングやお勧め図書

の紹介をすることで利用冊数も増加傾向にある。 

県事業である学校図書館支援事業（平成３０年度からの２ヶ年事業）に霞ヶ浦中学

校及び下稲吉中学校をモデル校として指定し、県立図書館や市立図書館と連携した図

書利用の活性化に努めた。 

【課題・今後の対応】 

（仮称）千代田中学校区義務教育学校の開校を見据え、学校へ配置する図書の均一

化と有効活用を目指す。 

限られた予算の中でより学習・教育に役立つ図書の選定・購入に努める。 

【目標達成状況の内部評価】 

□ Ａ．目標よりも大きな成果が得られた 

☑ Ｂ．概ね目標の成果が得られた 

□ Ｃ．目標どおり進んでいるが、一部達成できなかった 

□ Ｄ．目標とする成果が得られなかった 

【その他】 

 

 

【点検・評価委員の意見】 

●図書館司書を拠点校からそれぞれの学校へ派遣していることや市立図書館の蔵書の活

用を推進してきたことが、児童生徒の読書意欲の向上に結び付いていることは評価で

きる。 

●全小中学校への図書館司書の配置や学校と県・市立図書館との連携の強化等、図書利

用の活性化を図ることを期待したい。 
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●幼児教育（就学前教育）の充実を図るため、私立幼稚園や保育施設との図書や図書館

司書を介した連携の強化を図って頂きたい。 
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№  ５ 施策の方向 教育環境の充実 

担当課・担当 

学校教育課 

・学校教育担当 

施策の内容 児童生徒の健康管理の指導や安全確保に努めます。 

事業名 

及び 

事業費 

事業名 令和元年度決算額 令和２年度予算額 

・小学校保健事業 

・小学校児童安全推進事業 

・小学校児童安全推進事業（政策） 

・中学校保健事業 

・中学校生徒安全推進事業 

・中学校生徒安全推進事業（政策） 

6,367 千円 

2,521 千円 

19 千円 

2,985 千円 

1,269 千円 

189 千円 

6,691 千円 

2,513 千円 

45 千円 

3,219 千円 

1,328 千円 

239 千円 

【令和元年度取組内容】 

・小中学校保健事業 

  児童生徒の健康の維持及び確保を目的に、各校に学校医（内科医・眼科医・歯科医・

薬剤師）を配置し、就学児の健康診断並びに在学児・在学生の健康診断と健康管理を

実施した。 

  また、学校保健委員会（教職員・ＰＴＡ）を組織し、体力測定や健康診断の結果な

どの検証を実施した。 

・小中学校児童生徒安全推進事業 

学校生活における活動や登下校時の事故及び怪我などの対応や安全の確保を目的

に、日本スポーツ振興センター災害共済への加入促進、自動体外式除細動器（ＡＥＤ）

の校内への継続設置等を実施した。 

小学校費では、「かすみがうら市子どもを守る母の会」への補助事業を実施し、地域

ぐるみの非行防止活動に努め、中学校費では、自転車通学生徒用ヘルメットの購入助

成を実施した。 

【課題・今後の対応】 

・小中学校保健事業 

新型コロナを含む感染症の学校内でのクラスター対策として、日頃より教職員や保

護者とも協力しながら児童生徒への感染予防や拡大防止などの取り組みを継続的に実

施し、併せて予防設備や備品、消耗品等の環境対策も必要である。 

・小中学校児童生徒安全推進事業 

ＡＥＤの継続設置と併せて、操作研修も継続的に実施する必要がある。 

【目標達成状況の内部評価】 

□ Ａ．目標よりも大きな成果が得られた 

☑ Ｂ．概ね目標の成果が得られた 

□ Ｃ．目標どおり進んでいるが、一部達成できなかった 

□ Ｄ．目標とする成果が得られなかった 
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【その他】 

 

 

【点検・評価委員の意見】 

●児童生徒の健康の維持・増進のため、学校医による健康管理に万全を期すとともに、

新型コロナ等、感染症予防や拡大防止の取り組みの充実を図って頂きたい。 

●日本スポーツ振興センター災害共済への加入やＡＥＤの配置など、様々な対策を取っ

ていることは評価できる。ＡＥＤについては、定期的な操作研修を実施する必要があ

る。 
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№  ６ 施策の方向 教育環境の充実 

担当課・担当 

学校教育課 

・学校教育担当 

・教育施設担当 

施策の内容 その他 

事業名 

及び 

事業費 

事業名 令和元年度決算額 令和２年度予算額 

・小学校管理運営事業 

・小学校管理運営事業（政策） 

・小学校教材備品整備事業（政策） 

・中学校管理運営事業 

・中学校管理運営事業（政策） 

・中学校教材備品整備事業（政策） 

34,390 千円 

140,595 千円 

3,819 千円 

16,973 千円 

34,462 千円 

3,527 千円 

31,935 千円 

145,659 千円 

3,920 千円 

15,213 千円 

37,333 千円 

3,967 千円 

【令和元年度取組内容】 

・小中学校管理運営事業 

  消耗品の購入や修繕等、各学校からの要望を考慮しながら、児童生徒数と学校規模

に応じた予算配当を行い、各校の実情に合わせた予算の執行に努めた。 

  学校統合による霞ヶ浦地区の遠距離通学者を対象としたスクールバスを継続運行し

た。（霞ヶ浦南小１０コース、霞ヶ浦北小８コース、霞ヶ浦中４コース） 

教職員の負担軽減を目的とし、学校施設の維持管理業務（草刈・剪定等）を担当す

る学校校務員を６名配置（小中学校１１校を分担）し、児童生徒がより良い環境で過

ごせるよう努めた。 

・小中学校教材備品整備事業 

児童生徒の学力向上及び授業の効率化を目的に教材・教具の購入を実施し、その充

実に努めた。 

【課題・今後の対応】 

・小中学校管理運営事業 

小中学校の管理運営費については、児童生徒数の他、施設規模等が異なることから

必要とする予算が異なるため、学校ごとの予算の必要性を見極めながら適正な予算の

確保と執行に努める必要がある。 

スクールバス運行については、安全確保の徹底や感染症対策の徹底に努めるととも

に国の補助制度が令和２年度で終了となるため、財源の確保が必要である。 

・小中学校教材備品整備事業 

小中学校の教材備品整備については、（仮称）千代田中学校区義務教育学校の開校も

見据えて、購入の優先順位を念頭に置きながら学校と連携を図り、安定した備品の確

保を図っていく必要があり、今後も必要な備品の採択と整備に努めることが重要であ

る。 
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【目標達成状況の内部評価】 

□ Ａ．目標よりも大きな成果が得られた 

☑ Ｂ．概ね目標の成果が得られた 

□ Ｃ．目標どおり進んでいるが、一部達成できなかった 

□ Ｄ．目標とする成果が得られなかった 

【その他】 

 

 

【点検・評価委員の意見】 

●国からの補助制度終了後、スクールバス運行に伴う財源確保の必要性から受益者負担

も含めて検討することは、市民の理解を得られにくいことから、市長部局と連携して

財源の確保に努めるとともに、しっかりとした方針を示した対応が求められる。 

●費用対効果を考慮した上で、将来的には学校校務員業務の外部委託等も検討する必要

がある。 

●児童生徒が安全安心で快適な学校生活を送ることができるようデジタル教材等の整備

や学校規模・施設条件に沿った物品のバランスを図り、計画的に財源確保に努めて頂

きたい。 
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№  ７ 施策の方向 教育環境の充実 

担当課・担当 

学校教育課 

・学校教育担当 

・教育施設担当 

施策の内容 
児童生徒の望ましい食習慣づくりを推進するとともに、学校給食に地

域の食材を活用したメニューづくりに努めます。 

事業名 

及び 

事業費 

事業名 令和元年度決算額 令和２年度予算額 

・小学校給食管理運営事業 

・小学校給食管理運営事業（政策） 

・中学校給食管理運営事業 

・中学校給食管理運営事業（政策） 

6,611 千円 

57,137 千円 

4,469 千円 

45,378 千円 

12,313 千円 

58,302 千円 

6,262 千円 

46,178 千円 

【令和元年度取組内容】 

・小中学校給食管理運営事業 

学校給食調理業務を民間に委託し、自校方式（志筑小・上佐谷小のみ千代田中と親

子方式）による学校給食の運営を実施した。また、調理設備等の修繕・更新も優先度

の高いものから順次対応した。 

【課題・今後の対応】 

・小中学校給食管理運営事業 

各校の施設及び設備の老朽化が進んでいるため、安定した給食の供給が行えるよう

設備等の定期点検を令和元年度に実施しており、その結果を踏まえ、学校統廃合も見

据えて、対応していく必要がある。また、食物アレルギー対策については、対象児童

生徒への給食費の一部返金（牛乳分）を継続し、食物アレルギー対応マニュアルに基

づく継続した対応が必要である。また、教職員の働き方改革も踏まえ、令和３年度よ

り学校給食の公会計化を実施する予定である。 

【目標達成状況の内部評価】 

□ Ａ．目標よりも大きな成果が得られた 

□ Ｂ．概ね目標の成果が得られた 

☑ Ｃ．目標どおり進んでいるが、一部達成できなかった 

□ Ｄ．目標とする成果が得られなかった 

【その他】 

 

 

【点検・評価委員の意見】 

●おいしい給食の提供可能な自校方式を実施していることは、大いに評価できる。社会

の成熟化に伴い栄養価はもちろんのこと味のおいしさも追求して給食を楽しみに待つ

児童生徒の期待に応えられるように取り組んで頂きたい。 

●教職員の負担軽減のため、学校給食費の公会計化へ円滑に移行して頂きたい。 

●給食への異物混入等、児童・生徒への健康被害が生じないよう、調理員の教育や食材
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納品業者と連携を強化し、万全を期して頂きたい。 
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№  ８ 施策の方向 教育内容の向上 

担当課・係 

学校教育課 

・総務担当 

施策の内容 その他 

事業名 

及び 

事業費 

事業名 令和元年度決算額 令和２年度予算額 

・教育委員会運営事業 

・教育委員会事務局運営事業 

2,606 千円 

12,725 千円 

2,894 千円 

14,046 千円 

【令和元年度取組内容】 

・教育委員会運営事業 

教育委員会会議（定例会１２回・臨時会２回）を開催し、教育についての方針・施策

などを合議により決定した。 

・教育委員会事務局運営事業 

教育委員会事務局の所管事務、教育委員会バスの管理及び運行を実施した。 

【課題・今後の対応】 

・教育委員会運営事業 

教育委員会会議及び総合教育会議を開催し、本市教育行政の更なる充実を図る。 

教育委員会会議に係る情報の発信について遅滞なく遂行するよう努める。 

・教育委員会事務局運営事業 

教育振興基本計画を踏まえた各種事業の遂行に努める。 

教育委員会及び市が主催する事業の際に、子どもから高齢者まで様々な学習活動時に

使用する教育バスの更なる安全運行を図る。 

【目標達成状況の内部評価】 

□ Ａ．目標よりも大きな成果が得られた 

☑ Ｂ．概ね目標の成果が得られた 

□ Ｃ．目標どおり進んでいるが、一部達成できなかった 

□ Ｄ．目標とする成果が得られなかった 

【その他】 

 

 

【点検・評価委員の意見】 

●教育振興基本計画の具現化に向け、総合教育会議を通じて市長部局との連携強化を図る

とともに、学校、家庭、地域及び関係機関と連携協力して、各種事業に取り組んで頂き

たい。 
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№  ９ 施策の方向 教育内容の向上 

担当課・担当 

学校教育課 

・学校教育担当 

・教育指導室 

施策の内容 

基礎的・基本的な学習の定着や一人一人の習熟度に合わせた主体的な

学習を進め、グループ学習などの協同的な学習を積極的に取り入れ、情

報化や国際化などに対応した教育を進めます。さらには、本市の自然環

境を活用した環境教育や福祉施設、各種事業所での社会体験を取り入れ

るなど、地域に合った教育の実践に取り組むとともに、児童生徒の心と

体の健康づくりを推進するため、体育指導の充実、健康教育の推進を図

ります。また、特別の支援を要する児童生徒のそれぞれのニーズに対応

した指導に努めます。 

事業名 

及び 

事業費 

事業名 令和元年度決算額 令和２年度予算額 

・教育指導事業 

・教育指導事業（政策） 

・指導主事設置事業 

・指導主事設置事業（政策） 

・英語指導助手設置事業（政策） 

・教育推進団体設置事業 

・教育推進団体設置事業（政策） 

・中学校部活動支援事業 

・中学校部活動支援事業（政策） 

・小学校教育振興事業（政策） 

・中学校教育振興事業（政策） 

200 千円 

1,749 千円 

28,347 千円 

157 千円 

18,388 千円 

55 千円 

2,943 千円 

299 千円 

13,274 千円 

11,594 千円 

10,370 千円 

70 千円 

26,934 千円 

28,405 千円 

108 千円 

18,556 千円 

55 千円 

2,900 千円 

320 千円 

15,000 千円 

24,086 千円 

19,528 千円 

【令和元年度取組内容】 

・教育指導事業 

  土浦・石岡・かすみがうらの３市で構成する茨城県第６採択地区教科用図書選定協

議会に参加し、令和２年度使用教科用図書のうち小学校の全教科（「道徳」を除く）及

び小・中学校特別支援学級用教科用図書の整備を実施した。また生徒の学力向上を図

るための教師用指導書を整備した。なお中学校にはデジタル教科書（数学・社会・理

科）を継続整備した。 

・指導主事設置事業 

県からの派遣により指導主事３名を配置し、学校運営に係る各種指導及び計画訪問

等での職員への指導、助言及び教職員の服務規律の確保と学校事故の未然防止、並び

に円滑な人事異動等を実施した。また、市内教職員及び保護者を対象とした教育講演

会（講師：子ども六法著者）を臨時的に開催した。 

・英語指導助手設置事業 

ＡＬＴ（外国語指導助手）を中学校（３名／３校）及び小学校（３名／８校）に配
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置し、中学生の英語科授業と小学生の外国語活動における初期実践英語の習熟を実施

し、国際化教育の充実を図った。 

・教育推進団体設置事業 

  市の教職員等で組織する「かすみがうら市教育研究会」の活動を助成し、教育水準

の向上と教職員等の資質向上を図った。 

・中学校部活動支援事業 

中学生の競技意欲の向上と心技体の強化及び協調性の育成を目的に各部活動に係る

経費を助成し、また、「かすみがうら市運動部活動の方針」に基づき、教職員の負担軽

減と部活動の円滑な運営を推進することで生徒の健全育成を図った。 

・小学校教育振興事業 

  観察実験アシスタントの配置による理科の実験準備や理科準備室の整備の推進。 

夏季休業中５日間、全小学校の４年生と５年生の学びの広場のサポーターを、クラ

スごとに配置し実施した。 

複式学級を有する学校において、継続して１複式学級にＴＴ非常勤講師１名ずつ（２

小学校３学級）を配置し、円滑な学級運営を図った。 

下稲吉小学校に学校生活相談員を隔日２名配置し、児童の見守りを実施した。 

・中学校教育振興事業 

  課題のある生徒への対応として、学校生活相談員（警察ＯＢ）を２中学校に常時 

２名（計４名）を登校時から下校まで継続配置した。生徒の見守り活動や必要に応じ

て警察との連携を実施した。 

  小中教育の連携を図るため、非常勤講師を３名配置し、外国語（英語）の授業補助

を実施した。 

【課題・今後の対応】 

・教育指導事業 

学習指導要領の改正に伴い新しい教科書が採択されるため、それに対応した指導書

やデジタル教材を整備するための財源確保が必要である。 

・指導主事設置事業 

新学習指導要領が適用されることで、授業数が増加になる他、生徒指導の問題や特

別支援教育の充実など、学校における様々な諸問題が増えつつあり、今後も指導主事

の役割は重要である。また、社会情勢などの諸変化に伴い指導方法・学校運営・保護

者のニーズなどが常に変化しつつあり、これらの変化を捉え学校運営の適切な指導助

言を行い、さらに、教職員の服務体制の確立及びコンプライアンス委員会等の実施内

容を確認し、指導を継続していく。 

・英語指導助手設置事業 

新学習指導要領により令和２年度（茨城県では令和元年度）より小学校第３・４学

年では外国語活動の時間が年間３５時間となり、第５・６学年では外国語活動が教科

化され、年間７０時間となることから、今後も小学校における外国語の教科化及び中

学校英語科授業における児童生徒への体験に不足が生じないよう、ＡＬＴ（外国語指
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導助手）を小中学校に６名配置しており、財源の継続的な確保が必要である。 

・教育推進団体設置事業 

教育水準の維持と向上を図っていくため、その指導方法等において市教育研究会を

通じ、学校間と教職員間の連携を図っていくことが引き続き重要である。 

・中学校部活動支援事業 

中学校の部活動においては、教育活動としての有効性が認められており、継続した

活動の支援が必要である。また、その成果でもある茨城県大会及び関東大会、全国大

会には複数の部が出場を果たし、引き続き支援が必要である。 

・小学校教育振興事業 

観察実験アシスタントの機能的な配置と学びの広場のサポーターの確保が必要であ

る。 

・中学校教育振興事業 

授業離脱生徒に進路目標を持たせるための教師と生徒の人間関係づくりと個別の学

習支援を図っていく必要がある。 

【目標達成状況の内部評価】 

□ Ａ．目標よりも大きな成果が得られた 

☑ Ｂ．概ね目標の成果が得られた 

□ Ｃ．目標どおり進んでいるが、一部達成できなかった 

□ Ｄ．目標とする成果が得られなかった 

【その他】 

 

 

【点検・評価委員の意見】 

●中学校の英語科授業はもとより小学校の外国語活動の充実を図るため、ＡＬＴの増員

は評価できる。新学習指導要領にも対応しつつ、ＡＬＴや英語教諭あるいは英会話能

力のあるボランティアなどの支援、インターネットを介した外国人（児童生徒と同世

代又は大人）との交流を推進し、実用的な英語教育の充実を図って頂きたい。 

●国では数年後に学校部活動から地域部活動への移行方針を打ち出しており、対応につ

いては計画的に検討する必要がある。 

●ＴＴ非常勤講師や学校生活相談員等、多様な人材を継続配置していることは大変有意

義であり、今後もきめ細かな対応が必要である。 
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№ １０ 施策の方向 教育相談の充実 

担当課・担当 

学校教育課 

・学校教育担当 

・教育指導室 

施策の内容 

教育相談員やスクールカウンセラーを配置し、児童生徒の心のケアに

努め、教育に係る相談やサポート体制の充実を図ります。また、学校・

行政・医療機関との連携により、社会環境や学習環境の変化に迅速な対

応を図り、総合的な教育相談体制の整備をするとともに、全校で学校い

じめ防止活動の推進を図りながら、学校・行政・警察署など関係機関の

連携の基に、組織的な取り組みを推進します。 

事業名 

及び 

事業費 

事業名 令和元年度決算額 令和２年度予算額 

・教育支援委員会設置事業 

・学校支援員設置事業（政策） 

・教育相談事業 

・教育相談事業（政策） 

・小学校就学支援事業 

・中学校就学支援事業 

289 千円 

25,137 千円 

4,303 千円 

978 千円 

19,484 千円 

13,737 千円 

324 千円 

53,504 千円 

5,490 千円 

967 千円 

22,543 千円 

18,773 千円 

【令和元年度取組内容】 

・教育支援委員会設置事業 

  教育支援委員会を組織し、心身の障がい等により通常の学級への就学が困難と判断

される児童生徒の就学先の判定とその指導を実施した。 

・学校支援員設置事業 

心身に障がいのある児童生徒に学校支援員２５名を配置し、個々の介助により学校

生活の円滑化を図った。 

・教育相談事業 

  適応指導教室（ひたちの広場）を設置し、不登校児童生徒の集団生活への適応指導

を行うことにより学校への復帰支援を実施した。 

  また、いじめの未然防止については、「学校いじめ防止基本方針」、「市いじめ防止等

に関する条例」、「市いじめ防止基本方針」に基づき、ＣＡＰいばらき（いじめ防止プ

ログラム）による講師派遣による研修を実施し、いじめ重大事案に対する「いじめ問

題対策会議」を臨時的に開催した。 

・小中学校就学支援事業 

家庭の経済的事情により就学が困難な児童生徒に対し、就学援助費を支給し、知的・

情緒・言語等の障害により特別支援学級に通級する児童生徒に対し、保護者の負担軽

減を図る目的で就学奨励費の支給を実施した。また、小学校の就学時健康診断におい

て、就学援助制度の資料を配布し、制度の周知を図ると共に就学援助対象世帯へ入学

準備金を就学前支給し、併せて全ての新入学児童へランドセルの無償支給を実施した。

なお、就学援助制度については、事務処理用のシステムを導入し、業務の効率化を図
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っている。 

【課題・今後の対応】 

・教育支援委員会設置事業 

小学校就学前の幼児を持つ保護者から通常の学級での適応に対する調査員による相

談を求められるニーズがある。さらに、就学後にも支援が必要と思われる児童が生ず

るなど、対象児童を把握する方法に工夫が必要と考えられる。また、特別支援教育の

必要性の検討を要する児童生徒を把握するため、児童生徒の状況を十分に把握し、関

係機関との連携を図りながら判断する必要がある。 

・学校支援員設置事業 

障がいのある児童生徒の通常の学級への就学希望が増えており、これに伴い学校支

援員の需要も増してきていることから、必要な人材の継続的な確保に努める。 

・教育相談事業 

保護者等からの教育相談におけるニーズは今後も増加するものと考えられるため、

今後の相談体制の充実と学校等との連携の取れた活動が必要である。 

また、いじめ問題については、平成２７年度よりいじめの認知に関する認識を強化

するよう国から通達があったため、各校へ認知強化するよう指導するとともに、「市い

じめ防止等に関する条例」及び「市いじめ防止基本方針」の施行に基づいて、早期発

見・未然防止に努める。また、学校、教育委員会、福祉事務所、警察署その他関係機

関と連携し対応を図る。 

・小中学校就学支援事業 

新型コロナ等の影響により景気が低迷する中、年次的に認定基準を緩和しており、

申請件数が増加傾向にあるため、継続的な予算の確保と制度周知が必要である。 

【目標達成状況の内部評価】 

□ Ａ．目標よりも大きな成果が得られた 

☑ Ｂ．概ね目標の成果が得られた 

□ Ｃ．目標どおり進んでいるが、一部達成できなかった 

□ Ｄ．目標とする成果が得られなかった 

【その他】 

 

【点検・評価委員の意見】 

●支援が必要な児童生徒への対応を図るため、２５名の学校支援員を設置していること

は評価できる。 

●いじめの解消率は高水準を維持しており評価できる。一方で、いじめの認知件数は、

全国的に増加傾向にあるので、いじめの早期発見・未然防止に取り組むため、各学校

長を中心にいじめの認知に関する認識の強化や共有化を行い、経験の浅い教員等の負

担軽減を図って頂きたい。 

●景気が低迷する中、経済事情により就学が困難な児童生徒が安心して就学できるよう

小中学校就学支援事業の充実に努める必要がある。 
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№ １１ 施策の方向 
子どもミライプロジェクトの展

開 

担当課・担当 

学校教育課 

・教育指導室 

施策の内容 

児童生徒の創造性や活力を生かした様々な体験・交流活動など、学校

ごとに地域の特色を生かした取組みを支援します。 

国や市の現状と将来について、子どもたちが理解しやすい教材や映像

資料などを制作し、地方創生に関する「出前授業」やまちの未来を考え

る「子どもミライワークショップ」を開催します。また、地場産品や歴

史文化を題材としたキャリア教育を実施します。 

事業名 

及び 

事業費 

事業名 令和元年度決算額 令和２年度予算額 

・子どもミライ学習事業（政策） 1,896 千円 3,211 千円 

【令和元年度取組内容】 

・子どもミライ学習事業 

小学６年生対象の地域産業の担い手から仕事や生活について話を聞く「出前授業」、

中学１・２年生対象の市の資源を活かした新商品を考案する「ワークショップ」、中学

３年生対象の新商品を販売体験する「マルシェ」を実施した。市内各中学校で考案し

た新商品は、あゆみ祭りやかすみがうら祭、下稲吉中学校文化祭において実際に中学

３年生が販売体験を行い、各校とも短時間で完売する盛況を見せ、子どもたちも達成

感や満足感を持つことができた。 

【課題・今後の対応】 

・子どもミライ学習事業 

中長期的に事業を継続しないと明確な事業成果が得られない事業である。事業開始

当初は、対象とする学年を中学１年生から中学３年生としていたが、中学３年生は高

校受験や就職活動を含め１年を通して特に学校生活が多忙であるため、対象とする学

年を小学６年生から中学２年生に移行していく。 

【目標達成状況の内部評価】 

□ Ａ．目標よりも大きな成果が得られた 

☑ Ｂ．概ね目標の成果が得られた 

□ Ｃ．目標どおり進んでいるが、一部達成できなかった 

□ Ｄ．目標とする成果が得られなかった 

【その他】 

 

 

【点検・評価委員の意見】 

●地域資源を活かした体験活動等キャリア教育の取り組みに期待するとともに、地域・

地元への愛着の増進、企画力、セールスポイントのプレゼンテーション能力の開発等、

側面でも力を注いで頂きたい。 
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●中長期的に事業を継続しないと明確な成果が得られないとはいえ、年度ごとにＰＤＣ

Ａサイクルを使って適切に評価し検証しながら事業を進めることを期待する。 
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２ 社会性豊かな青少年の健全育成 

 

№ １２ 施策の方向 青少年健全育成活動の促進 

担当課・担当 

生涯学習課 

・社会教育担当 

施策の内容 

 青少年の健全な育成を図るため、地域活動における指導者の養成に 

努め、活動団体の連携のもと組織の強化を図るとともに、地域の子ども会

やスポーツ少年団、青少年育成市民会議、地域行事、奉仕活動など青少年

が積極的に自主的活動ができる環境づくりを支援します。また、学校・家

庭・地域の連携による地域住民が取り組むボランティア活動や、保護者を

対象とした家庭教育学級を開講し、子育ての悩みなど、気軽に相談できる

ネットワークづくりの支援に努めます。 

事業名 

及び 

事業費 

事業名 令和元年度決算額 令和２年度予算額 

・青少年育成事業 

・青少年育成事業（政策） 

・学校家庭地域の連携協力推進事業（政策）  

1,262 千円 

2,384 千円 

842 千円 

1,582 千円 

2,858 千円 

954 千円 

【令和元年度取組内容】 

・青少年育成事業 

  ①市子ども会育成連合会 

    平成２７年度から市子連役員向けの研修会などを開催し、意識改革に取り組み、 

   市子連のメイン事業であった「リーダー研修会」を平成２８年度から再開すること 

ができ、初めてスキー合宿として実施（２０人）し、その他、親子つり大会（１５ 

５人）、かすみっ子まつり（４９人）など市子連主催事業の支援を行った。 

  ②家庭の教育力充実事業 

    保護者の教育力の向上を目的に、市内小中学校の１年生の保護者向けには家庭 

教育学級を実施（小・中学校に委託）した。また、子育てひろばについては、参 

加者は多いが、本来の趣旨「保護者の教育力の向上及び保護者のネットワークづ 

くり」の成果が見られないことから、その代わりに市内の幼児教育施設にも保護 

者向けの家庭教育学級を実施した。（１８箇所で２，６６８人の参加） 

・学校家庭地域の連携協力推進事業 

 （１）放課後子ども教室推進業務委託 

  ①下稲吉中学校での「放課後学習支援」【１６６人申込、４２回延べ９１１人】と 

  ②下稲吉中学校区を中心とした「放課後体験教室」【１１回延べ２２０人】を実施。 

 （２）土曜日の教育支援体制等構築業務委託 

  ③いなよし児童館での「いなよし学習広場」【４８人申込、４３回延べ６１６人】と 

  ④寺子屋「運武館」【４６人申込、２２回延べ２２１人】を実施。 

【課題・今後の対応】 

 ○市子ども会育成連合会事業 
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   平成２８年度から「リーダー研修会」が復活し、初めてスキー合宿を実施するこ 

とが出来た。また、高校生会の会員を市子連の指導員として活動してもらい、高校 

生会活動と連携することができたが、さらに、ジュニアリーダーの育成に高校生会 

が関与できるよう調整する予定である。 

○家庭の教育力充実事業 

   子育てひろば事業の代わりに、家庭教育学級を小・中学校に加え、市内の幼児教 

育施設に実施してもらったが、未実施（３施設）の幼児教育施設もあるため、実施 

してもらえるよう依頼する。 

 ○学校家庭地域の連携協力推進事業 

   下稲吉中学校区三校連支援ボランティアの事業をモデルに「地域の子どもは地域 

で育てる」という事業本来の趣旨に基づいた形で、平成２９年度から、霞ヶ浦中地 

区でも寺子屋「運武館」を開講し４年目となったので、下稲吉中学校区三校連支援 

ボランティア同様に、完全に自主運営出来るよう支援していく。 

【目標達成状況の内部評価】 

☑ Ａ．目標よりも大きな成果が得られた 

□ Ｂ．概ね目標の成果が得られた 

□ Ｃ．目標どおり進んでいるが、一部達成できなかった 

□ Ｄ．目標とする成果が得られなかった 

【その他】 

 

 

【点検・評価委員の意見】 

●家庭教育学級を小中学校に加えて幼児教育施設にまで拡充したことは評価できる。引き

続き、家庭教育学級の実施により、家庭の教育力の充実を図るとともに、保護者同士の

情報交換、仲間づくりの場として活用できるよう期待する。 

●社会教育関連の外郭団体構成員の高齢化防止や指導者の養成を欠かさず、中長期的なビ

ジョンをもって今後も取り組んで頂きたい。 

●「放課後子ども教室」や「土曜日の教育支援」の学校家庭地域の連携協力推進事業につ

いては、未実施地域があることから、地域間に格差が生じないようニーズの把握に努め

計画的な実施を図るとともに事業の拡大を期待する。 
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№ １３ 施策の方向 青少年の健全育成と体制の整備 

担当課・担当 

生涯学習課 

・社会教育担当 

施策の内容 

 少年非行の早期発見や未然防止のため、青少年相談員を中心に家庭と地

域と行政が一体となって、街頭指導や夜間パトロールを行います。 

 また、各種相談や非行防止キャンペーンなどの啓発活動や有害図書類の

監視など、家庭、学校、地域、各関係機関や団体と一体となって環境浄化

活動を行います。さらには青少年育成市民会議の活動を強化し、市民総ぐ

るみで青少年の健全育成体制の充実を図ります。 

事業名 

及び 

事業費 

事業名 令和元年度決算額 令和２年度予算額 

・青少年育成事業 

・青少年育成事業（政策） 

1,262 千円 

2,384 千円 

1,582 千円 

2,858 千円 

【令和元年度取組内容】 

・青少年育成事業 

 ①青少年相談員連絡協議会 

   青少年意識・動向等に対応しながら、市内の巡回指導（月２回）や店舗訪問、 

   あいさつ運動、イベントの際のパトロール・啓発活動を行った。 

○青少年相談員出席率 

Ｈ２６：２８４／５４４⇒５２．２％ 

Ｈ２７：２８９／５２４⇒５５．２％ 

Ｈ２８：２７３／５５１⇒４９．６％ 

Ｈ２９：２６４／５３１⇒４９．７％ 

Ｈ３０：２６８／５４１⇒４９．５％ 

Ｒ 元：２９２／５６５⇒５１．７％ 

 ②青少年育成かすみがうら市民会議 

   「地域の子どもは地域で育てる」の観点から、市民からの賛助金をもとに、市民総

ぐるみの各種青少年健全育成事業を実施した。中でも、ウィークエンド・コミュニテ

ィー・スクール事業については、今までは社会教育担当が直営で事業の実施をしてい

たが、平成２８年度からは、既に青少年の健全育成活動に取り組んでいる団体や部署

と連携で取り組むこととしたため、参加延べ人数（平成２９年度５７０人⇒平成３０

年度７１５人⇒令和元年度７１６人）については伸び、子どもたちにバラエティに富

んだプログラムを提供できた。 

＊実施回数 平成２９年９回 平成３０年度９回 令和元年度７回 

   【内容】 

     青少年相談員連絡協議会・市子ども会育成連合会・中学生立志式への助成、 

    少年の主張大会の開催・青少年心身健全育成事業（ジュニア和太鼓講座）やウ 

イークエンド・コミュニティー・スクール事業の実施、成人式での成人者への 

記念品の贈呈、市子連親子つり大会への助成。 
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【課題・今後の対応】 

・青少年育成事業 

市民からの賛助金をもとに各種青少年健全育成事業を実施しているが、既存の青少年

活動を行っている団体との更なる連携による事業展開が図れるよう活動を支援してい

く。 

【目標達成状況の内部評価】 

□ Ａ．目標よりも大きな成果が得られた 

☑ Ｂ．概ね目標の成果が得られた 

□ Ｃ．目標どおり進んでいるが、一部達成できなかった 

□ Ｄ．目標とする成果が得られなかった 

【その他】 

 

 

【点検・評価委員の意見】 

●市民総ぐるみで青少年育成かすみがうら市民会議の活動が強化されていることは評価で

きる。 

●現在の家庭環境や少子高齢化の進展など社会情勢上、必要な事業であることから内容を

工夫するなど、より一層市民総ぐるみで「地域の子どもは地域で育てる」を合い言葉に、

青少年健全育成の啓発活動に取り組む必要がある。 
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№ １４ 施策の方向 地域の担い手の育成 

担当課・担当 

生涯学習課 

・社会教育担当 

施策の内容 
高校生会や成人式実行委員会などの若者の自主的な活動を支援するとと

もに、各種団体の交流や連携により、将来の地域の担い手育成に努めます。 

事業名 

及び 

事業費 

事業名 令和元年度決算額 令和２年度予算額 

・青少年育成事業（政策） 2,384 千円 2,858 千円 

【令和元年度取組内容】 

・青少年育成事業 

  ①成人主体の成人式典の開催 

    毎年、事前に成人式実行委員会（当該年度成人者による組織）を設置し、成人主 

体の成人式を目指しており、令和元年度は１０月に成人式実行委員会を設立、会議 

を重ね、実行委員会企画運営のオープニングアクトを実施することができた。 

○成人式出席状況 

Ｈ２９：２８２／３８７⇒７２．９％ 

Ｈ３０：３０５／４２５⇒７１．８％ 

Ｒ 元：３０６／４２９⇒７１．３％ 

  ②地域担い手の育成対策 

    地域の担い手発掘、育成のため、高校生会や成人式実行委員会の活動を支援し 

た。また、大人クラブ（２０代から４０代を対象にした、以前の青年会のような地 

域の若者組織）の活動を支援し、若者向けの講座「大人大学」も開講した。 

   ○高校生会 会員２３人【現在２１人】 

     会議＋各種催しの手伝いなど  ２４回 参加延べ人数１８９人 

   ○成人式実行委員会 委員１１人 

     会議 ５回 参加延べ人数３９人 

     成人式のオープニングアクトの企画及び成人式典の運営 

   ○大人クラブ 会員２３人【現在１０人】 

     会議＋催し １２回 参加延べ人数４６人 

【課題・今後の対応】 

 ○地域の担い手育成対策 

   高校生会、成人式実行委員会、大人クラブを連携させる事業展開を目指す必要が 

ある。中学生のジュニアリーダーから高校生会、成人式実行委員会、子ども会指導 

者、大人クラブへという流れを作り、地域の担い手の発掘、育成に取り組んで行く。 

【目標達成状況の内部評価】 

☑ Ａ．目標よりも大きな成果が得られた 

□ Ｂ．概ね目標の成果が得られた 

□ Ｃ．目標どおり進んでいるが、一部達成できなかった 
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□ Ｄ．目標とする成果が得られなかった 

【その他】 

 

 

【点検・評価委員の意見】 

●高校生会や成人式実行委員会等、地域の担い手育成対策が継続的に行われていることで、

若者の意識に変容が見られるようになり、意欲的に活動する姿に結び付いていることは

評価できる。 

●新たな事業展開も視野に入れ、会員数を増やすとともに将来の地域の担い手育成に結び

付いていくことを期待する。 
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３ 生涯学習の充実 

 

№ １５ 施策の方向 生涯学習推進体制の確立 

担当課・担当 

生涯学習課 

・社会教育担当 

・霞ヶ浦中地区公民館 

・千代田中地区公民館 

・下稲吉中地区公民館 

・図書館 

・歴史博物館 

施策の内容 

「かすみがうら市生涯学習推進計画」を策定し、計画に沿った生涯学習

推進に努めます。また、生涯学習の進むべき方向性や様々な課題に対し、

諮問機関など、専門的意見の聴取に努めます。 

事業名 

及び 

事業費 

事業名 令和元年度決算額 令和２年度予算額 

・生涯学習推進事業 

・公民館運営審議会運営事業 

・図書館運営事業 

・歴史博物館管理運営事業 

11,747 千円 

143 千円 

8,036 千円 

9,780 千円 

4,415 千円 

210 千円 

10,708 千円 

12,370 千円 

【令和元年度取組内容】 

 生涯学習課の進むべき方向や様々な課題に対し、学識経験者や関係団体の代表者の 

方の意見を聞くため、以下の４つの諮問機関がある。 

・生涯学習推進事業 

  社会教育委員会議の開催（年２回） 

・公民館運営審議会の開催 

  公民館運営審議会の開催（年２回） 

・図書館運営事業 

   図書館協議会の開催（年２回）。 

図書館情報システムの入替   

・歴史博物館管理運営事業 

  かすみがうら市博物館協議会（年１回） 

【課題・今後の対応】 

 ・生涯学習推進事業 

   平成２８年度策定の「第２次かすみがうら市総合計画」「教育振興基本計画」を踏 

まえ、実際に生涯学習活動に取り組んでいる市民の意見を取り入れた、具体的かつ 

実効的な市のオリジナルの実施計画「生涯学習推進計画」を平成２９年度に策定し 

た。今後は社会教育委員による進行管理をし、必要に応じて見直しをしていく。 

【目標達成状況の内部評価】 

□ Ａ．目標よりも大きな成果が得られた 
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☑ Ｂ．概ね目標の成果が得られた 

□ Ｃ．目標どおり進んでいるが、一部達成できなかった 

□ Ｄ．目標とする成果が得られなかった 

【その他】 

 

 

【点検・評価委員の意見】 

●「かすみがうら市生涯学習推進計画」を策定し計画的に生涯学習推進事業を展開してい

ることや、学識経験者及び関係団体代表者の意見を基に、生涯学習の方向性や課題の解

決に向けて活用していることは評価できる。 

●「かすみがうら市生涯学習推進計画」を基に、市民のライフステージに応じた生涯学習

事業を提供するとともに、進行管理を行うことにより市民が自発的に学び、成果を生か

せるよう期待する。 
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№ １６ 施策の方向 
生涯学習機会の提供と生涯学習団

体への支援 

担当課・担当 

生涯学習課 

・社会教育担当 

・霞ヶ浦中地区公民館 

・千代田中地区公民館 

・下稲吉中地区公民館 

・文化振興担当 

・歴史博物館 

施策の内容 

 あらゆる世代や様々な目的に応じたイベント、催し、講座、研修会など、

多彩な生涯学習プログラムを提供します。また、各種生涯学習団体が意欲

を持って自主活動に取り組めるよう支援します。 

事業名 

及び 

事業費 

事業名 令和元年度決算額 令和２年度予算額 

・生涯学習推進事業（政策） 

・女性団体行政事業（政策） 

・生涯学習市民協働事業（政策） 

・霞ヶ浦中地区公民館講座事業（政策） 

・千代田中地区公民館講座事業（政策） 

・下稲吉中地区公民館講座事業（政策） 

・文化芸術振興事業（政策） 

・歴史博物館管理運営事業（政策） 

669 千円 

700 千円 

1,102 千円 

1,026 千円 

407 千円 

341 千円 

1,000 千円 

11,865 千円 

916 千円 

700 千円 

1,200 千円 

3,002 千円 

526 千円 

526 千円 

1,005 千円 

5,736 千円 

【令和元年度取組内容】 

・生涯学習推進事業 

目的とターゲットを明確にし、ライフステージに合わせた形で平成２７年度から開講

している①子ども大学（将来を担う子どもたちに大学教授クラスのハイレベルの授業機

会を提供し、知的好奇心や学問への興味を持たせるため、県内市町村で初めて開講）、②

大人大学（若者向け講座や地域の課題に関する講座を開講し、地域の担い手づくりに寄

与する）、③高齢者大学（高齢者の生きがいづくり、仲間づくり、健康づくり、居場所づ

くりのために開講）など、各事業のグレードアップと定着に取り組んだ。 

①子ども大学 年７回 延べ参加者数２７３人 

②大人大学  年５回（３講座） 延べ参加者数４６人 

③高齢者大学 年８回 延べ参加者数 ５８１人 

・女性団体行政事業 

かすみがうらマラソン・かすみがうら祭など各種行事への参加協力、チャリティーシ

ョーなど自主事業を開催した。 

・生涯学習市民協働事業 

市民有志の方で構成する実行委員、自らの企画、運営による生涯学習イベント「ふれ

あい生涯学習フェア」は、従来の単なる文化祭的事業ではなく、①地域づくりの担い手

の発掘や育成、②生涯学習課が１年間取り組んできた各種事業や関連団体の発表の場と
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して課全体の各部署が連携して取り組む事業に位置づけしており、多くの参加団体、多

くの方が来場した。このイベント開催に向けて実行委員は自主的に６回にもわたる会議

を重ねた。 

○ふれあい生涯学習フェア 

日時 令和元年１０月５日（土）～６日（日） 

内容 ステージ発表、作品展示、体験教室、模擬店など 

実行委員１７人、ボランティア３人 

参加団体数１０７団体、来場者数２，３００人 

＊市民ふれあいスポーツフェアとは別開催 

・霞ヶ浦中・千代田中・下稲吉中地区公民館講座事業 

平成２８年度からは、中学校区毎に地区公民館組織を置き、三つの地区公民館単位で

講座開講している。ただし、市民の方であれば、どの地区の講座でも受講できる。 

①霞ヶ浦中地区公民館講座 １５講座５８回 延べ参加人数５３５人 

霞ヶ浦中地区公民館視聴覚講座（土曜名画座【毎月】・ふれあい生涯学習フェア・クリ

スマス映画会・上映会） 

１５作品    延べ参加者２４１人 

②千代田中地区公民館講座 １３講座５１回 延べ参加者４３４人 

③下稲吉中地区公民館講座 １２講座５２回 延べ参加者５８９人 

・文化芸術振興事業 

協会及び協会加盟団体の各種活動の支援を行った。 

・歴史博物館管理運営事業 

ふるさとに誇りと愛情を持ってもらえるよう、ふるさと教育を推進するため、市民学

芸員の協力を得て、歴史や文化に関する展示会や各種講座、関係書籍の発行などを行っ

た。 

【課題・今後の対応】 

・生涯学習推進事業 

平成２７年度からの新規事業は概ね好評であるが、大人大学の参加者が少ないため、

対象者が重複する大人クラブに主体的な企画・運営を行ってもらい、大学の参加者と大

人クラブの会員数の双方の増加が図れるよう調整しており、今後は、これらの事業の完

成度を高めていきたい。 

・文化芸術振興事業 

文化団体数及び会員数が減少していることもあり、マナビィに文化団体自主講座を掲

載して団体の支援をなどにも取り組んでおり、今後もこれらの事業を継続していく。 

・霞ヶ浦中・千代田中・下稲吉中地区公民館講座事業 

受講後のサークル化を目指し、計画に基づいて事業を実施しているなかで、多くの講

座において受講率目標７５％を上回っているが、自主サークル化の実績が伴わない状況

である。県や他市の講座等も参考にしながら、これまで取り組んだことのない新たな講

座も取り入れ、１団体でも多くサークル化できるよう更なる研究を行う。 
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【目標達成状況の内部評価】 

□ Ａ．目標よりも大きな成果が得られた 

☑ Ｂ．概ね目標の成果が得られた 

□ Ｃ．目標どおり進んでいるが、一部達成できなかった 

□ Ｄ．目標とする成果が得られなかった 

【その他】 

 

 

【点検・評価委員の意見】 

●世代や目的に応じた多様な学びの機会を提供し、生涯学習活動の支援を図ることは、市

民のまちづくりへの参加意識を高めることになり評価できる。 

●生涯学習市民協働事業としての地域づくりの担い手の発掘・育成に取り組んできた各種

事業や関連団体の発表の場となる「ふれあい生涯学習フェア」において、２，３００人

もの来場者があったことは評価できる。 

●サークル化を目指す公民館講座は、市民の学習ニーズを的確に反映できるよう更なる情

報把握に努めて頂きたい。 
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№ １７ 施策の方向 生涯学習施設の整備充実 

担当課・担当 

生涯学習課 

・霞ヶ浦中地区公民館 

・千代田中地区公民館 

・下稲吉中地区公民館 

・図書館 

施策の内容 

公民館の適切な維持管理に努め、その適正配置について検討を進める 

とともに、必要に応じ施設、設備の整備に努めます。また、暫定利用する

旧地区公民館についても適切な維持管理に努めます。 

図書館は、市民ニーズに応じた図書資料の充実と施設の利便性向上に努

めます。 

事業名 

及び 

事業費 

事 業 名 令和元年度決算額 令和２年度予算額 

・旧地区公民館管理事業 

・千代田公民館管理事業 

・図書館運営事業 

・図書館運営事業（政策） 

・蔵書整備事業 

・蔵書整備事業（政策） 

・ブックスタート事業（政策） 

2,912 千円 

16,160 千円 

8,036 千円 

12,091 千円 

1,699 千円 

6,149 千円 

371 千円 

4,247 千円 

18,337 千円 

10,708 千円 

30,711 千円 

1,928 千円 

6,230 千円 

380 千円 

【令和元年度取組内容】 

・旧地区公民館管理事業 

旧地区公民館については、行財政改革・公共施設等マネジメント推進室が進める公民

館のコミュニティセンター化に向けた位置づけが決定されるまで、暫定的に地域住民の

協力をいただきながら市民協働の関係で管理運営を行った。 

また、旧下大津地区公民館においては、旧下大津小学校を活用した公民館への改築調

査結果を踏まえ、地元公民館役員と当該市担当部署との意見調整等を行った。旧志士庫

地区公民館においては、旧宍倉小学校を転用し、コミュニティと公民館活動などの場を

含め、保健・福祉施設の拠点として令和２年６月１日オープンの『かすみがうらウエル

ネスプラザ』の事業推進に当たり、地元公民館役員と当該市担当部署との意見調整等を

行った。 

・千代田公民館管理事業 

施設の老朽化が著しく、市内公共施設の適正配置が未確定であることから、必要最低

限の維持補修に止めている。 

防火シャッター危害防止装置設置工事及び空調機器冷却塔修繕等１１件の施設修繕を

行い、安心安全な施設維持管理を行った。 

・図書館運営事業 

開館後２０年を経過しており、施設や備品の劣化が生じていることから、授乳室の設

置、椅子の座面張り替え、カーペットの一部交換等を行った。 
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また、照明器具の更新を行うための実施設計業務を委託により行った。 

・蔵書整備事業 

住民ニーズに応じた図書、雑誌や視聴覚資料を選書し、計画的に購入する一方、図書

整理の過程で生じる不用図書をふれあい生涯学習フェアなどで希望者に配布してリサイ

クルを行った。 

不用図書の除籍数 ４，９４５冊（図書 ４，１４９冊、雑誌・ＡＶ ７９６点） 

リサイクル冊数  ３，８９４冊 ミニ文庫７箇所 

・ブックスタート事業 

平成１４年から事業を開始、子育て支援の一環として、また、新しい図書館ファンを

開拓するため、民生委員児童委員及び読書ボランティアの協力を得て、「４ヶ月児健診」

の会場で赤ちゃんとその保護者を対象に、絵本の読み聞かせと本を読むことの大切さを

説明し、絵本やアドバイス集をパックにして手渡している。 

○霞ヶ浦保健センター開催 年７回 １１０組 

○千代田保健センター開催 年４回  ７６組 

【課題・今後の対応】 

・旧地区公民館管理事業 

公共施設マネジメント計画に示された、霞ヶ浦公民館（コミュニティセンター）を補

完する地区センター（支館の活動拠点）として、受益者負担の適正化による収入確保や

ニーズに対応したサービスの提供による利用促進が図れるよう、関係部署と地域住民の

意見つなぎ役としての役割を強化していく。 

・千代田公民館管理事業 

千代田公民館については、市内全域の公共施設の更新、適正配置が未確定との理由か

ら、今まで各種修繕が保留されていた経緯があるが、老朽化が激しく、損傷個所が多々

あることから、安全性の確保が難しくなり、住民サービスの低下を招きかねないため、

千代田公民館の今後の方向を早急に決定する必要がある。 

また、平成３０年４月より「下稲吉中地区公民館」をわかぐり運動公園体育館内に暫

定設置をしていることから、正式な施設の設置に向けて、公共施設の適正配置を、関係

部署と地域住民の意見のつなぎ役としての役割を積極的に行っていく必要がある。 

・図書館運営事業 

 来館しなくても本が借りられる、図書システムを活用し、インターネット等の予約に

よる貸出の定着を図る。また、様々なイベント等を行い、利用者の増加を目指す。 

【目標達成状況の内部評価】 

□ Ａ．目標よりも大きな成果が得られた 

☑ Ｂ．概ね目標の成果が得られた 

□ Ｃ．目標どおり進んでいるが、一部達成できなかった 

□ Ｄ．目標とする成果が得られなかった 

【その他】 
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【点検・評価委員の意見】 

●市民の地域コミュニティや生涯学習意欲の維持・向上に寄与する生涯学習施設は、地域

間格差が生じないよう施設の維持管理・整備等を計画的に実施するとともに、ソフト面

の充実を図り、市民が集い真に利用しやすい施設となるよう努める必要がある。 
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№ １８ 施策の方向 生涯学習情報の提供 

担当課・担当 

生涯学習課 

・社会教育担当 

施策の内容 

 マナビィガイドや生涯学習ＷＥＢを拡充し、事業の紹介など情報を提供

し、新しい生涯学習のファンの開拓に努めます。また、生涯学習施設を拠

点とした「機会提供型の生涯学習」に加え、自らのテーマやライフスタイ

ルに応じて「自ら学ぶ生涯学習」を推進できるよう生涯学習人材バンクの

拡充に努めます。 

事業名 

及び 

事業費 

事業名 令和元年度決算額 令和２年度予算額 

・生涯学習情報提供事業（政策） 399 千円 514 千円 

【令和元年度取組内容】 

・生涯学習情報提供事業 

平成２７年度からの新規事業で、内容としては年２回、講座の情報等を提供していた

生涯学習情報誌「マナビィガイド」を事業の様子の紹介など、広報的な意味合いを持っ

た２回を加えて年４回に増刊し、市民の方から高い評価をいただいている。 

課のＨＰについては、従来は館、係ごとに時間が空いている職員が片手間で対応して

いたが、平成２７年度からは生涯学習課全体で１人正式な担当を決め、館、係を跨いだ

形で対応することとし、名刺や封筒、チラシ、通知文などＨＰのＱＲコードをつけるな

ど周知に努め、大きな成果を上げている。 

  ○ＨＰ実績 

   年度      更新回数（目標２００回）  閲覧回数（目標１０，０００回） 

   平成２８年度  １８２            ９，５４７ 

   平成２９年度  ２２６           １９，５４３ 

   平成３０年度  １３５           ２５，０７４ 

   令和元年度   １８５           ３０，６９２ 

  また、生涯学習推進人材バンクについては、市子ども会育成連合会総会時で説 

明して登録者名簿一覧を配布するなど、人材バンクの周知に努めた。 

【課題・今後の対応】 

・生涯学習情報提供事業 

マナビィガイドやＨＰは更なる拡充を目指し、ＨＰ更新回数及び閲覧回数の目標達成

を目指し、課内で連携して事業の情報提供に努めた結果、閲覧回数は目標を大きく上回

ることが出来た。また、ＳＮＳを活用した情報提供を始め、迅速に情報を提供すること

が出来た。さらに、生涯学習推進人材バンクについては、自己申請だけではなく、有望

な人をスカウトし、売り込むなど、利用件数の向上を目指した仕掛けをしていく必要が

ある。 

【目標達成状況の内部評価】 

□ Ａ．目標よりも大きな成果が得られた 
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☑ Ｂ．概ね目標の成果が得られた 

□ Ｃ．目標どおり進んでいるが、一部達成できなかった 

□ Ｄ．目標とする成果が得られなかった 

【その他】 

 

 

【点検・評価委員の意見】 

●情報誌「マナビィガイド」の発行回数が倍増したことやホームページの閲覧回数が目標

を大きく上回っていることは大いに評価できる。今後も紙媒体に加え、ＳＮＳを活用し、

タイムリーに誰にでも分かりやすい情報発信に努めて頂きたい。 

●生涯学習推進人材バンクは、登録者と利用したい側とのマッチング支援及び利用する側

が求める人材の確保に努めて頂きたい。 
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№ １９ 施策の方向 
スポーツ・レクリエーション 

活動の推進 

担当課・係 

スポーツ振興課 

・スポーツ振興担当 

施策の内容 

健康寿命の延伸、青少年の健全育成、地域コミュニティの活性化など現

状や目的に対応した「スポーツのある生活」が実現できる体制づくり、シ

ステムづくりを推進します。また、スポーツイベントやスポーツ教室の開

催や総合型地域スポーツクラブなどとの連携により、誰もが気軽にスポー

ツに親しめる機会を提供します。 

さらには、指導者の育成を図りながらスポーツ団体の育成強化に努め、

各種事業や団体活動との連携強化を図ります。 

事業名 

及び 

事業費 

事業名 令和元年度決算額 令和２年度予算額 

・かすみがうらマラソン大会開催事業（政策） 

・市民ふれあいスポーツ推進事業（政策）  

3,000 千円 

12,909 千円 

3,750 千円 

2,780 千円 

【令和元年度取組内容】 

・かすみがうらマラソン大会開催事業 

土浦市との共催事業である、第２９回かすみがうらマラソン兼国際盲人マラン大会を

実施した。例年の大会より１週間早い４月の第２日曜日の開催となった今大会は好天に

も恵まれ、絶好のコンディションで開催することができた。 

当日参加者は１６，６４３人（エントリーは２０，２５２人）で、かすみがうら市か

らは３５７人の市民が参加した。 

・市民ふれあいスポーツ推進事業 

① 市民ふれあいスポーツフェアの開催 

市と市体育協会が共催し、かすみがうら市総合型地域スポーツクラブ「なかよし

スポーツクラブ」と「エンジョイスポーツクラブ」が後援となり、スポーツイベン

トを開催し、ふれあい体験や演武発表、スポーツ少年団等の競技大会を通して、市

民がスポーツに関心を持つ、きっかけとなる機会を提供した。 

開催日（１０／１３）は台風１９号の影響で、翌日（１０／１４）に延期して実

施しましたが、天候が回復しないまま、午前中で終了したにも関わらず、多くの方

に来場していただき、スポーツ体験の場を提供することができた。 

② 市民マラソン大会の開催（令和２年２月１日（土）） 

市と市体育協会が共催し、第１５回市民マラソン大会を開催した。ベストタイム

を狙って力走するランナーや仮装で会場を盛り上げながら楽しく走る参加者も見

受けられ大盛況だった。 

③ ふれあいサイクリングの開催 

３月に恋瀬川サイクリングコースを利用した「ふれあいサイクリング事業」を開

催予定だったが新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止となった。 

④ カヌー体験教室の開催 

Ｂ＆Ｇ海洋クラブに委託し、霞ヶ浦湖畔及び海洋センタープールでカヌー 
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体験教室を実施した。 

⑤ 水泳教室の開催 

Ｂ＆Ｇ海洋センタープールにて市内小学生３～６年生の１０ｍ以上泳げない児

童を対象にジュニアスイミング教室を開催した。 

⑥ いきいき茨城ゆめ国体の開催 

第７４回国民体育大会（いきいき茨城ゆめ国体）が４５年ぶりに茨城県で開催さ

れた。 

本市ではデモンストレーションスポーツとして、５月にわかぐり運動公園を会場

に「ペタンク」、８月にあじさい館を会場に「ふれあいグラウンド・ゴルフ」を開

催した。（ペタンク：２１９人、グランドゴルフ：４８２人） 

【課題・今後の対応】 

・かすみがうらマラソン大会開催事業 

全国屈指の市民マラソン大会であり、日本全国から参加したランナーが、かすみがう

ら市を駆け抜けて行き、本市の良さを感じることは素晴らしいＰＲ効果となるので、今

後も土浦市と協力しより良い大会となるよう努めていく。 

・市民ふれあいスポーツ推進事業 

体育協会、総合型スポーツクラブ、スポーツ推進委員と連携・協力体制を深め、市民

の健康づくり、体力づくりを推進する。 

【目標達成状況の内部評価】 

□ Ａ．目標よりも大きな成果が得られた 

☑ Ｂ．概ね目標の成果が得られた 

□ Ｃ．目標どおり進んでいるが、一部達成できなかった 

□ Ｄ．目標とする成果が得られなかった 

【その他】 

 

 

【点検・評価委員の意見】 

●健康寿命の延伸、青少年の健全育成及び地域コミュニティの活性化等に結び付く「スポ

ーツのある生活」のシステムづくりに取り組んでいることは評価できる。 

●総合型地域スポーツクラブ等との連携により、誰もが気軽にスポーツを親しめる機会を

提供するとともに、地域のスポーツ資源を生かし、地域への愛着増進と地域活性化によ

るスポーツの振興を図るため、多様な取り組みを期待する。 

●かすみがうらマラソンの人気維持と再来訪者の増加に貢献している市民ボランティアの

高齢化が懸念され、支援策も検討する必要がある。 
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№ ２０ 施策の方向 
スポーツ・レクリエーション 

施設の利用促進 

担当課・係 

スポーツ振興課 

・スポーツ振興担当 

・施設維持管理担当 

施策の内容 

スポーツ施設の効果的かつ効率的な活用を促進し、様々なスポーツの需

要に対応します。また、オンライン予約システムの更なる徹底と適正な維

持管理による施設環境の質的向上に努め、施設利用を促進します。 

また、地域に根差したスポーツ団体にスポーツ施設を提供するため、学

校などの体育施設の利用を推進します。 

事業名 

及び 

事業費 

事業名 令和元年度決算額 令和２年度予算額 

・市民ふれあいスポーツ推進事業 

・体育センター管理運営事業 

・わかぐり運動公園管理運営事業 

・多目的運動広場管理運営事業 

・戸沢公園運度広場管理運営事業 

・第１常陸野公園管理運営事業 

4,251 千円 

1,992 千円 

19,205 千円 

23,879 千円 

7,928 千円 

34,733 千円 

4,394 千円 

2,212 千円 

18,948 千円 

32,522 千円 

8,040 千円 

29,128 千円 

【令和元年度取組内容】 

・各体育施設管理運営事業 

市内各体育施設の緑地管理業務については、芝刈、草刈、除草剤、殺虫剤、樹木剪定

等の業務をすべて専門業者に委託し、市民が安心、安全にスポーツが楽しめる環境づく

りに努めた。 

・市民ふれあいスポーツ推進事業 

地域の方々に身近なスポーツ施設を提供することを目的に学校体育館開放事業に取り

組んでいる。 

また、霞ヶ浦地区の小学校統合に伴い廃校となった体育館についても関係部署と協議

し暫定利用している。 

【課題・今後の対応】 

・各体育施設管理運営事業 

各施設、老朽化が進んでおり修繕箇所が多く見受けられることから要修繕箇所を把握

し、年次的、計画的に修繕を進めていく必要がある。 

また、土地借上料についても公共施設の借地解消に向け、財産調整担当と協議しなが

ら買取りも含め地権者と協議を進めていく。 

・市民ふれあいスポーツ推進事業 

霞ヶ浦地区の学校統合により廃校となった旧小学校体育施設の夜間開放の取扱いにつ

いて、利用者の声を聴きながら、実態を見極め、スポーツ振興担当として関係部署と協

議を進めていく。 

【目標達成状況の内部評価】 

□ Ａ．目標よりも大きな成果が得られた 
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☑ Ｂ．概ね目標の成果が得られた 

□ Ｃ．目標どおり進んでいるが、一部達成できなかった 

□ Ｄ．目標とする成果が得られなかった 

【その他】 

 

 

【点検・評価委員の意見】 

●身近なスポーツ施設の老朽化が進んでいることから、必要に応じた整備を計画的に行い、

利用者が良好な環境で利用出来るよう、適切な管理運営を行う必要がある。 
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№ ２１ 施策の方向 
スポーツ・レクリエーション 

団体の育成 

担当課・係 

スポーツ振興課 

・スポーツ振興担当 

施策の内容 

スポーツ推進員と連携して、指導の強化や組織の育成を図ります。 

さらには、スポーツを通して青少年の健全育成を図るスポーツ少年団の

活動を支援するとともに、体育協会やその加盟団体などの自主的な活動を

支援します。 

事業名 

及び 

事業費 

事業名 令和元年度決算額 令和２年度予算額 

・スポーツ団体育成事業 

・スポーツ団体育成事業（政策） 

2,620 千円 

3,570 千円 

3,662 千円 

4,500 千円 

【令和元年度取組内容】 

・スポーツ団体育成事業 

① 体育協会各部主催大会の開催支援 

体育協会加盟団体（２１団体）及びスポーツ少年団各部（８団体）に対して、各種

イベントの共催、補助金の交付等により市長杯大会等の委託を行った。 

②スポーツ推進委員の育成と連携 

スポーツ推進委員と連携協力をし、スポーツ推進のため各種事業を実施すると 

ともに住民に対するスポーツの実技指導及び助言を行った。 

【課題・今後の対応】 

・スポーツ団体育成事業 

体育協会補助金等について、各団体の運営状況を把握し、補助金の適正な交付に努め

る。 

また、スポーツ推進委員の育成を図り、市のスポーツ振興を図る。 

【目標達成状況の内部評価】 

□ Ａ．目標よりも大きな成果が得られた 

☑ Ｂ．概ね目標の成果が得られた 

□ Ｃ．目標どおり進んでいるが、一部達成できなかった 

□ Ｄ．目標とする成果が得られなかった 

【その他】 

 

 

【点検・評価委員の意見】 

●体育協会加盟団体及びスポーツ少年団に対し、各種イベントの共催や補助金の交付等、

スポーツ・レクリエーション団体の育成に努めていることは評価できる。 

●スポーツ推進委員の計画的な育成及び全国的に注目を受けているスポーツの推進委員を

募る等、スポーツの振興を図る必要がある。 
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４ 地域文化の継承と創造 

 

№ ２２ 施策の方向 文化財などの伝承と保護・活用 

担当課・担当 

生涯学習課 

・文化振興担当 

・歴史博物館 

施策の内容 

市の歴史、文化に関する資料、事象などの収集、整理、保存、調査 

研究及び活用や指定文化財、埋蔵文化財については、常に現状を掌握し、

適正な保護、管理、公開に努めます。 

事業名 

及び 

事業費 

事 業 名 令和元年度決算額 令和２年度予算額 

・富士見塚古墳公園管理運営事業 

・文化財保護事業 

・文化財保護事業（政策） 

・埋蔵文化財事業 

・帆引き船保存活用対策事業（政策） 

・歴史博物館管理運営事業 

・歴史博物館管理運営事業（政策） 

・ジオパーク推進事業（政策） 

5,303 千円 

485 千円 

2,340 千円 

21,207 千円 

1,258 千円 

9,780 千円 

11,865 千円 

872 千円 

8,212 千円 

808 千円 

3,004 千円 

4,444 千円 

1,970 千円 

12,370 千円 

5,736 千円 

1,825 千円 

【令和元年度取組内容】 

・富士見塚古墳公園管理運営事業 

富士見塚古墳公園及び展示館はシルバーに受付、清掃、庭園管理を委託。 

富士見塚古墳公園及び展示館展示ケース蛍光灯のＬＥＤ化修繕。 

富士見塚古墳関係講座イベント 

・文化財保護事業 

国指定文化財椎名家住宅各種補助事業、出島のシイ延命対策事業、成井ばやし保存会

等民俗芸能伝承事業、指定文化財等公開管理事業、文化財説明板修繕（戸崎城跡、千手

観音堂説明看板）・新規製作事業、文化財保護審議会事業等を行った。 

また、清掃及び活用事業の実施を条件に市民学芸員の会に委託している椎名家住宅管

理事業については年１２回の清掃。活用事業（お茶会、昔遊び、和の祭典等）は新型コ

ロナ感染防止のために中止となった。 

市民の文化財への関心を高めるため、「指定文化財一斉公開」については、市民学芸員

だけでなく、高校生会、地元大学生、文化協会団体などの協力や、２本の文化財巡りツ

アーを実施した。 

平成２７年度   ４９３人 

平成２８年度 ２，０７０人 

平成２９年度 １，７２３人 

平成３０年度 ３，３１４人 

令和 元年度 ３，０６０人 
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・埋蔵文化財事業 

埋蔵文化財照会申請に伴い現地調査、試掘調査、回答書の作成をし、年間の埋蔵文化

財事業を調査報告書としてまとめた。 

・帆引き船保存活用対策事業 

平成２７年度に設立された「霞ヶ浦帆引き船・帆引き網漁法保存会」と市民協働の関

係で、①帆引き船操業者の後継者育成 ②県指定、国指定無形民俗文化財へ向けた聞き

取り調査・研究 ③各種普及活動の支援に取り組んだ。 

・歴史博物館管理運営事業 

特別展１回  

『篤農家 中島以政』 

企画展２回  

『小林恒岳と霞ヶ浦』 

『新選組隊士 三木三郎のその後』 

特別展・企画展に合わせた講演会などの催しの開催や図書（マンガ、解説書）の制作・

発行、ふるさと教育に係る各種講座の開講（２２講座４８回 参加延人数７１９人） 

市民学芸員の養成及び支援、私たちの郷土（小中学生の歴史研究）の発行 

出前博物館（市内外１５回）、歴史資料の収集、保存、整理 

歴史博物館運営協議会・民俗資料調査員会議の開催 

・ジオパーク推進事業 

筑波山ジオパークの普及啓発として、講座（１２回８５人）、ジオツアー等（２回２１

３人）の開催、ジオパーク全国大会（おおいた大会）への参加、ジオパーク関東大会（伊

豆大島大会）への参加、筑波山地域ジオパーク６市議員連盟協議会研修会の開催（講演、

サイト視察）。 

【課題・今後の対応】 

・富士見塚古墳公園管理運営事業 

富士見塚古墳展示館の来館者を増やすため２９年度から（一部）展示の入れ替えを行

い、富士見塚古墳フェスタ（埴輪づくり・古墳時代ネックレス・古墳形紙飛行機とばし・

クイズラリー・円筒埴輪ツミツミ）を実施した。 

・埋蔵文化財事業 

埋蔵文化財の出土品の保管場所として、旧安飾小学校が収蔵施設となった。今後は、

出土品の整理・活用を進めていく。 

・帆引き船保存活用対策事業 

帆引き船操業後継者の育成（後継者数２０人 練習回数 １５回（操業９回 イベン

ト操業６回）、霞ヶ浦帆引き船操船技術及び帆引き網漁法が国の文化財に選択され、令

和元年に「霞ヶ浦の帆引網漁の技術」総合調査委員会が設立された。一方では、今後

も県指定無形民俗文化財の指定に向けて調整及びそれに係る調査研究の実施及び帆引

き船の普及活動として帆引き船の写真コンテスト、帆引き船の模型作り教室、帆引き

船グッズの製作・販売などの活動を支援していく。 
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・歴史博物館管理運営事業 

当市の歴史、文化に関わる事柄の調査研究や各種史料の収集、保存、整理、調査研究

などを推進するとともに、それらを展示や講演会、講座等という形で情報発信するその

ため情報・資料を収集し、市民学芸員の会と協力する体制を維持、拡充することで、歴

史博物館の機能を高めていく。昭和６２年の開館以来、３０年以上経過し、施設の老朽

化が進行しているので、リニューアルを検討していく。 

現在、観光ガイド的役割も担う市民学芸員の需要に市民学芸員の養成が間に合ってい

ない現状がある。 

・ジオパーク推進事業 

ジオパークをかすみがうら市の目玉事業として地域活性化を図っていくために、数多

く普及機会を設けると共に、積極的に観光や地方創生事業と連携し、魅力的な事業を展

開していく必要がある。 

【目標達成状況の内部評価】 

☑ Ａ．目標よりも大きな成果が得られた 

□ Ｂ．概ね目標の成果が得られた 

□ Ｃ．目標どおり進んでいるが、一部達成できなかった 

□ Ｄ．目標とする成果が得られなかった 

【その他】 

 

 

【点検・評価委員の意見】 

●市内に残る数多くの貴重な文化財の伝承と保護・活用について、限られた財源の中で後

世に伝える取り組みが行われていることは評価できる。 

●市民学芸員の養成・増員を図るともに、歴史・民俗資源を効果的に活用した交流人口等

の増加施策の強化を図って頂きたい。 

●市民から好評を博している「指定文化財一斉公開」は、市民学芸員に加えて高校生会、

地元大学生、文化協会団体等、幅広い年齢層への協力を継続して頂きたい。 
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№ ２３ 施策の方向 ふるさと教育の推進 

担当課・担当 

生涯学習課 

・歴史博物館 

施策の内容 
市民学芸員など市民の協力の下、展示会、講座、体験教室、歴史書物、

の刊行など、様々なふるさと教育を推進していきます。 

事業名 

及び 

事業費 

事 業 名 令和元年度決算額 令和２年度予算額 

・歴史博物館管理運営事業 

・歴史博物館管理運営事業（政策） 

9,780 千円 

11,865 千円 

12,370 千円 

5,736 千円 

【令和元年度取組内容】 

・歴史博物館管理運営事業 

特別展１回  

『篤農家 中島以政』 

企画展２回  

『小林恒岳と霞ヶ浦』 

『新選組隊士 三木三郎のその後』 

特別展・企画展に合わせた講演会などの催しの開催や図書（中島以政のマンガ制作、

先人マンガ６作目）市内全小中学生に無料配布。ふるさと教育に係る各種講座の開講

（２２講座４８回 参加延人数７１９人） 

市民学芸員の養成及び支援、私たちの郷土（小中学生の歴史研究）の発行 

出前博物館（市内外１５回）、歴史資料の取集、保存、整理 

歴史博物館運営協議会、民俗資料調査員会議の開催 

【課題・今後の対応】 

・歴史博物館管理運営事業 

埋蔵文化財、民俗資料や廃校の資料の収蔵施設として旧安飾小学校を活用していく。 

【目標達成状況の内部評価】 

☑ Ａ．目標よりも大きな成果が得られた 

□ Ｂ．概ね目標の成果が得られた 

□ Ｃ．目標どおり進んでいるが、一部達成できなかった 

□ Ｄ．目標とする成果が得られなかった 

【その他】 

 

 

【点検・評価委員の意見】 

●市内小中学生へ先人マンガの無料配布を行うことや特別展、企画展、講演会の開催等、

歴史博物館の活躍による市内外へのＰＲ効果は大変大きく、評価できる。 

●マスコミやインスタグラム、ユーチューブ等のＳＮＳを活用した情報発信に努めるとと

もに、ふるさとに愛着と誇りをもち生活できるよう児童生徒の段階から、より一層ふる

さと教育の推進を図ることが必要である。 
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№ ２４ 施策の方向 芸術・文化活動の推進 

担当課・担当 

生涯学習課 

・社会教育担当 

施策の内容 
 文化協会及び加盟団体を支援し、市民の芸術文化活動を推進させ、文化

活動のサークル活動の活性化を図ります。 

事業名 

及び 

事業費 

事業名 令和元年度決算額 令和２年度予算額 

・文化芸術振興事業（政策） 1,000 千円 1,005 千円 

【令和元年度取組内容】 

・文化芸術振興事業 

文化協会の各種事業の支援及び補助金の交付を行った。また、イベントや月例展示会

など、活動の発表や作品の展示の場を設けた。また、寺子屋運武館の夏休み絵画教室の

講師として「彩友会」へ依頼するなど、文化団体に活躍の場を提供した。 

文化団体数や会員数が減少傾向にあるため、その対策として平成２７年度から文化協

会の担当部署を社会教育担当に変更した。 

各文化団体の会員数、団体数が減少しているので、文化団体自主講座の開講などを行

い、一時増加したが、令和２年度は会員数が微減した。今後も、公民館ではサークル化

を念頭に置いた講座を開講し、文化団体の増加に努める。 

【課題・今後の対応】 

・文化芸術振興事業 

文化団体の推進に寄与するため、課内で連携するとともに、また、文化団体の作品等

の発表・展示場所をさらに設けるなど、活躍の場を提供できるよう工夫する。 

【目標達成状況の内部評価】 

□ Ａ．目標よりも大きな成果が得られた 

☑ Ｂ．概ね目標の成果が得られた 

□ Ｃ．目標どおり進んでいるが、一部達成できなかった 

□ Ｄ．目標とする成果が得られなかった 

【その他】 

 

 

【点検・評価委員の意見】 

●文化団体へ各種事業の支援及び補助金の交付を行い、活動の発表や作品の展示の場を設

けるなど、活躍の場を提供していることは評価できる。 

●文化団体の会員数や団体数が減少している傾向が見られることから、ＳＮＳを活用した

サークル活動状況の情報発信や公民館講座の周知等、若者への加入促進を図る必要があ

る。 
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№ ２５ 施策の方向 観光との連携 

担当課・担当 

生涯学習課 

・文化振興担当 

・歴史博物館 

施策の内容 

文化財や文化的景観を観光資源として有効活用にするとともに、観光客

に対応できる文化財体験プログラムの整備と市民学芸員や観光ボランティ

アなどの人材育成に取り組みます。 

事業名 

及び 

事業費 

事 業 名 令和元年度決算額 令和２年度予算額 

・富士見塚古墳公園管理運営事業 

・歴史博物館管理運営事業 

・歴史博物館管理運営事業（政策） 

・ジオパーク推進事業（政策） 

5,303 千円 

9,780 千円 

11,865 千円 

872 千円 

8,212 千円 

12,370 千円 

5,736 千円 

1,825 千円 

【令和元年度取組内容】 

・富士見塚古墳公園管理運営事業 

富士見塚古墳の魅力を「富士見塚古墳フェスタ」でＰＲすることができた。今後は、

古墳の学習や古墳からの景観をテーマにした講座等も実施していく。 

・歴史博物館管理運営事業 

特別展などの展覧会や市民学芸員養成講座など各種かすみがうら市の魅力を発信する

事業を実施した。 

・帆引き船保存活用対策事業 

平成２７年度に設立された「帆引き船・帆引き網漁法保存会」と市民協働の関係で、

①帆引き船操業者の後継者育成、②県指定、国指定無形民俗文化財へ向けた調査・研究、

③各種普及活動の支援に取り組んだ。 

・ジオパーク推進事業（筑波山ジオパークの普及啓発） 

講座（１２回８５人）、ジオツアー等（２回２１３人）の開催、ジオパーク全国大会（お

おいた大会）への参加、ジオパーク関東大会（伊豆大島大会）への参加、筑波山地域ジ

オパーク６市議員連盟協議会研修会の開催（講演、サイト視察）。 

【課題・今後の対応】 

・富士見塚古墳公園管理運営事業 

観光との連携を密にし、桜や景観など、観光客のニーズに対応した事業展開を目指す。 

・歴史博物館管理運営事業 

老朽化した施設を改善するため、リニューアルを検討していく。 

・帆引き船保存活用対策事業 

「霞ヶ浦の帆引網漁の技術」総合調査委員会が令和元年度に設立され、令和４年度には

報告書が刊行される計画である。同時進行で、県・国指定に向けた調査研究・活動を行

う必要がある。 

・ジオパーク推進事業 

ジオパークをかすみがうら市の目玉事業として地域活性化を図っていくために、数多
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く普及機会を設けると共に、積極的に観光や地方創生事業と連携し、魅力的な事業を展

開していく必要がある。 

【目標達成状況の内部評価】 

□ Ａ．目標よりも大きな成果が得られた 

☑ Ｂ．概ね目標の成果が得られた 

□ Ｃ．目標どおり進んでいるが、一部達成できなかった 

□ Ｄ．目標とする成果が得られなかった 

【その他】 

 

 

【点検・評価委員の意見】 

●ジオパークを観光資源として地域の活性化を図るため、市内４ヶ所のジオサイトの情報

を市内外へ発信し、併せて市民の関心を高める施策を行う必要がある。 

●富士見塚古墳公園と歩崎公園との一体化やつくば霞ヶ浦りんりんロードとの連携を図る

など、更なる魅力度アップに努める必要がある。 
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５ 市民活動の支援 

 

№ ２６ 施策の方向 コミュニティ活動の推進 

担当課・係 

生涯学習課 

・霞ヶ浦中地区公民館 

・千代田中地区公民館 

・下稲吉中地区公民館 

施策の内容 

地域の財産や課題をキーワードに、地区公民館を主体とした市民協働型

のコミュニティ活動を通して、魅力ある地域づくりを推進するとともに、

地域の担い手の発掘、育成に努めます。 

事業名 

及び 

事業費 

事業名 令和元年度決算額 令和２年度予算額 

・霞ヶ浦中地区公民館コミュニティ活動事業（政策） 

・千代田中地区公民館コミュニティ活動事業（政策） 

・下稲吉中地区公民館コミュニティ活動事業（政策） 

5,037 千円 

1,698 千円 

2,532 千円 

6,811 千円 

2,191 千円 

3,027 千円 

【令和元年度取組内容】 

・公民館コミュニティ活動事業 

三つの中学校区において、行政が準備したものに市民が参加するという従来の形では

なく、地区の財産や課題をテーマに、地域のリーダーであるコミュニティ推進委員が中

心となって、地区住民自らが企画運営する独自の特色ある公民館コミュニティ事業を市

民協働の関係で事業展開することが出来た。 

①霞ヶ浦中地区公民館 ⇒ 参加延べ人数２，３５３人 

球技大会、歩く会、移動講座、ハイキング、下大津桜まつり、牛渡まつり、防災

講座、みんなで歌おう！、いってみっかサロンなど 

②千代田中地区公民館 ⇒ 参加延べ人数２，２０７人 

交流サロン「ちよだ広場（毎週木曜、毎月第２日曜）、千代田地区の歴史とジオの

サロン講座（前後期１８回）」、地域コミュニティづくり廃校利活用先進地視察（意

見交換座談会ワークショップ）、移動学習会（美術館、ミニハイキング）、ちよだ

落語会、音楽鑑賞会、料理教室（２回）、ペタンク体験会、公民館勉強会（千代田

中、下稲吉中地区共催） 

③下稲吉中地区公民館 ⇒ 参加延べ人数４，３４３人 

交流サロン「おしゃべりカフェ（月４回）」、いなよし学習広場（毎週土曜）、みん

なの夏まつり、移動学習会（２回）、視察研修（筑波山地域ジオパーク）、体験型

文化祭、公民館勉強会（千代田中、下稲吉中地区共催） 

【課題・今後の対応】 

・公民館コミュニティ活動事業 

千代田中地区、下稲吉中地区においては、４年目を迎え、コミュニティ推進委員自身

が地域のリーダーとなり、何を行い、どう働きかけていくかを具現化し、千代田中地区

の地域コミュニティづくりワークショップや、下稲吉中地区のみんなの夏まつり、体験
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型文化祭等、市民協働事業の手応えを感じることができた。今後は引き続き、市民と行

政の役割分担を明確にし、更なる事業の拡充に努めていく。 

霞ヶ浦中地区においては、ライフスタイルや地域コミュニティに対する考え方の多様

化に加え、コミュニティの場の拠点となっていた小学校の統廃合により、球技大会や歩

く会など、支館単独での事業実施が困難であるため、合同で実施している事業も出てき

ている。一方、下大津桜まつり、牛渡まつり、防災講座、みんなで歌おう！、いってみ

っかサロンなど、支館（地区）オリジナルの新しい企画がコミュニティ推進委員主導で

立ち上がってきており、それらの新しい動きを大切にしていきたい。 

【目標達成状況の内部評価】 

□ Ａ．目標よりも大きな成果が得られた 

☑ Ｂ．概ね目標の成果が得られた 

□ Ｃ．目標どおり進んでいるが、一部達成できなかった 

□ Ｄ．目標とする成果が得られなかった 

【その他】 

 

 

【点検・評価委員の意見】 

●コミュニティ推進委員が主導し、市民自らが企画運営する特色ある公民館コミュニティ

事業を展開していく中で、市民のまちづくりへの関心と参加意識の向上を図り、地域コ

ミュニティの活性化について成果を上げていることは評価できる。 

●地域コミュニティの維持・活性化のため、創意工夫しながら各中学校地区を拠点にコミ

ュニティ推進委員と行政の役割分担を明確にし、市民目線で魅力ある事業展開を行うこ

とにより更なる参加意欲の高まりを期待する。 
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第４章 学識経験者からの意見 

１ 学校教育課に対する意見 

●新型コロナウイルス感染症等への対応による学校休業等により、本来、学校で学習す

ることができなくなった学びの保障を確保できる施策の充実を図って頂きたい。 

●ＩＣＴ教育は、これからの社会において最重要課題でもあることから、財源の確保に

努めるとともに、より効果的・効率的な授業を行うため、設備の充実は基より、指導

者の研修や外部講師等の活用を進め、一層の充実を図って頂きたい。さらに、これか

らの未来を生きる子どもたちはコンピューターを使いこなさなければ生きていけない

ということを念頭におき、デジタル時代を生き抜く人間力を育てる施策の充実を図っ

て頂きたい。 

●(仮称)千代田中学校区義務教育学校は、地域の期待や注目されている市内初の義務教

育学校として誰もが安心して学べる教育環境を整えた施設となるよう期待する。 

２ 生涯学習課に対する意見 

●新型コロナウイルス感染症の拡大という事態に直面し、あらゆる場面で新しい生活様

式が求められ、社会全体がウイルスとの共存を余儀なくされている。 

社会教育については、中央教育審議会答申でも「人づくり、つながりづくり、地域づ

くり」を掲げ、人と人のつながりを大切にしている中で、いわゆる３密を避けつつも

柔軟な発想によって工夫を凝らしながら生涯学習活動を充実させていく必要がある。 

●地域活性化の拠点となる小中学校が統廃合により消滅したことで、地域コミュニティ

活動の弱体化が懸念されている。その対策をどのように進めていくかを早急に検討す

る必要がある。 

●文化団体の会員数や団体数が減少している傾向が見られることから、ＳＮＳを活用し

たサークル活動状況の情報発信や公民館講座の周知等、若者への加入促進を図る必要

がある。 

３ スポーツ振興課に対する意見 

●日常的に市民一人ひとりが気軽にスポーツに親しめる機会を提供するとともに、健康

寿命の延伸、青少年の健全育成及び地域コミュニティの活性化等に結び付く「スポー

ツのある生活」のシステムづくりに取り組んでいることは評価できる。今後も総合型

地域スポーツクラブ等との連携により、スポーツの振興を図るための多様な取り組み

を期待する。 

４ 点検結果 

●教育に関する事務の管理及び執行状況の自己点検評価をもとに点検・評価を実施した

結果、昨年度の点検事項を着実に施策に反映し、市民が期待する事業を展開している

ことは大いに評価できる。 

●教育の中立性や継続性、安定性の確保と自律的な施策の立案・展開など、市民の負託

に応える教育行政の遂行のため、今後も同様の姿勢で活動に取り組むことを期待する。 


